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（午前９時５８分 開会） 

○弘豊委員長 ただいまから文教上下水

道常任委員会を開会します。 

 本日の委員会記録署名委員は嶋野委員

を指名します。 

 昨日に引き続き、議案第１号所管分及び

議案第９号所管分の審査を行います。 

 西谷委員の２回目の質問です。 

 西谷委員。 

○西谷知美委員 ２回目の質問に入らせ

ていただきます。 

 １番目、子ども・子育て支援事業計画の

策定についてです。４月からのこども家庭

庁の方針を踏まえることがキーポイント

になってくると思います。なるべく当事者

の声を聞き取る形で行っていただくこと

を要望としてお伝えします。 

 まだ、残りの前計画についての部分もあ

ります。そこも併せて実行していきながら、

進行具合によって計画もしっかり立てて

いっていただきたい。 

 昨日の嶋野委員の質疑の中で、少子化対

策として、例えば男性の育児参加を促す予

算がついていたと思うのです。育児参加だ

けではなく、今後は家事分担といった視点

も必要かと思います。令和５年度について

は育児参加に重点的でも構わないです。例

えば土曜日にお父さんにお子さんを預け

て、お母さんが何か用事をして帰ってきた

ら、結局ずっとゲームをさせていてご飯も

食べさせてないというようなことも実際

よくある話としてお聞きします。お母さん

と同じく家事もしながら育児も並行して

行える、スキルアップのような講座も想定

していただきたい。 

以上、要望です。 

 次に、おむつの持ち帰りについてです。 

内容について詳しくご説明いただき、あり

がとうございました。こちらも要望として

お伝えします。四條畷市では、保護者の方

から持ち帰りが大変だったのがなくなっ

てありがたいとの声もあったのです。保育

士のほうは管理が大変で、子供一人ずつ袋

を分けてそれぞれに入れていくという形

で、仕事が多かったのが、一つのごみ箱に

ぽんぽんと捨てるだけで済むのです。保育

士の負担軽減にもつながったとの声も上

がっています。そういったことから保育士

がたくさん定着していける施策だと思い

ます。 

 次に、持ち帰りはなくなったのですけれ

ども、新しい取組として、おむつのサブス

クリプションもあります。どういったもの

かと言ったら、サイズごとにおむつが少な

くなったら持ってきてくれるサービスで

す。市町村によっては保護者負担なのか行

政側の負担なのか、議論もあるのですが、

保育士の負担軽減の部分ではすごく喜ば

れているようです。次のステップとしてそ

ういったことも視野に入れていただきた

い。こちらも６社ほどあるそうです。価格

なども比較検討していただきたい。 

以上、要望です。 

 ３点目、保育の業務支援システムの導入

についてです。登園確認においては結局マ

ンパワーが必要になってくると思うので

す。システム管理をしたとしても、誰が休

みになっているか、連絡が来ているのか来

ていないのかは、マンパワーが必要になっ

てくると思います。 

 その点については、保育士以外の雑務を

担っていただける方を今後採用すること

です。その方と役割分担をしてしっかり定

着できるように、行政としてサポート、ア

ドバイスしていただいて、保育士の負担を

なくして、摂津市で保育士をするのは楽し
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い、保育に専念できるというメッセージに

なればと思います。 

以上、要望です。 

 次に、医療的ケア児支援、受入れ体制の

整備についてです。 

 今年度導入していただいて、私の知って

いる方が受入れしてもらえたと大変喜ば

れているのです。一つ残念なのが、受入れ

時間が幼稚園タイム、夕方までではなく２

時半ぐらいでお迎えに行かなければなら

ないことです。結局それだと仕事を開始す

るのが難しいとのお声も頂いています。な

かなか人材確保が難しいかもしれないの

ですが、通常の保育園の時間帯で預かれる

取組も引き続きやっていただきたい。 

以上、要望です。 

 次に、病児保育についてです。具体的な

内容を頂きましてありがとうございます。 

 ２回目、登録の方法について、どういっ

た形で実施されるのか、その辺りがスムー

ズでないとせっかく体制を取り入れたけ

れども予約しづらいから利用者が少ない

ということにならないように、どういった

方法を取られるかお聞きしたいです。 

 ６点目、保育士確保の部分で宿舎借上げ

です。上限の撤廃をされたとのことです。

大きな保育園に勤めるのか、小さい保育園

に勤めるかで、人数に縛りがあったのを撤

廃するとのご説明ありがとうございまし

た。 

 保育士の確保について、宿舎借上げで取

り組まれている自治体もたくさんありま

す。例えば大阪人間科学大学のバスツアー

の話もあったと思うのです。交野市と箕面

市と泉南市が保育施設、保育養成学校、専

門学校、短期大学、大学もあると思うので

すが、そういうところの学費援助をするこ

とで、３年間は必ず勤務してもらうといっ

た取組をされているみたいです。一覧が大

阪府のホームページに載っています。 

 様々な市のＰＲ文章が掲載されていて、

保育士を誘導する呼びかけ文、紹介文みた

いなのがずらっと並んでいるのです。摂津

市のものはどちらかというとイメージ先

行で、実際の具体的な条件を書いていない

のです。 

 読み上げると、「お子様が市内保育施設

への入所を希望される場合、優先して入所

調整を行います。」お子さんがいる保育士

が職場復帰する場合には、この呼びかけは

摂津市だけだったので、すごくよかったと

思うのです。せっかく宿舎借上げの制度が

あることにも言及してない。具体的に福利

厚生的な部分を記載していただきたい。詳

しくはホームページですけど、ホームペー

ジ誘導では、たくさんクリックすればする

ほど、どんどん離れていく研究結果もあり

ます。なるべく一つ開けたときに全部見通

せる文面にしてもらいたい。 

 泉南市は、８行ぐらい使って全ての条件

を記載されているので、その辺り摂津市も

文面を書き直すよう、大阪府に呼びかけて

いただきたい。以上、要望となります。 

 次に、伴走型支援、経済的支援について

です。訪問事業として、面談で、希望者だ

けに行う、妊娠８か月児の相談事業です。

この妊娠８か月の根拠について、２回目お

伺いします。 

 続きまして、かるがもの保護者向け講座

について、オンラインと対面のハイブリッ

ド型を採用される予算です。こちらは引き

続き工夫していただいて、たくさんの方が

参加できるよう周知し、出産前後で苦しい

思いをするお母さんが減る努力をお願い

します。 

 次に、啓発冊子についてです。大体何冊
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ぐらい作られて、どういった形で渡してい

くのか、２回目お聞かせください。 

 次に、親支援プログラムについてです。

ＭＹ ＴＲＥＥプログラムを実施される

とのことです。似たような部分において、

Ｐａｍｏｊａに委託している子育てに関

する気持ちの持ちようの講座があったと

思うのです。それについて、どういったす

み分けをするのか、２回目お聞きします。 

 次に、日本語指導教育について、ＡＩ通

訳機を市内全校１台ずつ配置いただける

とのことです。今、摂津市に住んでいただ

いている外国籍のご家庭も増えていると

のことです。しっかり拡充していただける

とのことです。引き続き学校の先生が、生

徒と対応するのにスムーズにいけるよう

整備に努めていただきたい。 

以上、要望です。 

 次に、部活動指導員のスケジュールにつ

いて、教職員の異動があるとのことです。

なかなかそれまでに配備、配置するのは難

しいとのことです。４月、５月以降になる

のは一定理解できるのですが、経験者の少

ないスポーツはある程度予測できると思

うのです。人事異動が優先になると思うの

ですけれども、人材のストックは常々でき

ると思います。人材ストックは常日頃から、

足りなくなってから探すのではなく、余分

にいろんな方にアプローチをしておいて

いただけるとありがたいです。 

以上、要望です。 

 次に、ネットリテラシーです。これはも

う要望だけです。 

 チーフスクールソーシャルワーカーの、

不登校の部分です。学校が楽しいと思える

取組をされるとのことです。できるだけ細

かくニーズをくみ取り、他市の事例も参考

にしっかり進めていただきたい。要望とし

ておきます。 

 次に、家庭児童相談事業、こども食堂に

ついてです。予算をつけることで数が増え

たことは喜ばしいと思います。ただ、地域

によって偏りがあるのです。例えばどうい

うところで増やしたいかです。 

 広報板に掲示とかされていると思うの

です。小学校に一つ開催されているのが望

ましいとの方針はあったと思います。高齢

者のつどい場事業に関して、ある程度数が

増えたとき、広報せっつに事業者募集とピ

ンポイントで、このエリア、この集会所で

やってほしいと記載されていたと思うの

です。実際に、事業者が手を挙げ、自治振

興課も動かれ、空白エリアを埋めることに

つながったと思います。今年度手引書を作

成することが決まっているとのことです。

こども食堂は、場所の確保が難しいとの報

告も上がっています。手引書の完成時期に

合わせ、場所もなるべく行政で準備いただ

きたい。手引書もでき、場所も確保された

状態で広報を活用して募集することを提

案し、要望としておきます。摂津市全域に

そういった場所ができるように、引き続き

よろしくお願いいたします。 

 次に、養育支援訪問事業についてです。

妊娠期や出産期でしんどい方の、部屋の掃

除や保育園の送迎を担われているとのこ

とです。そういった方とどういう形でつな

がっていくのか、２回目お伺いします。 

 次、オレンジリボンキャンペーン、令和

４年度は２０２１年の事件を受けて、摂津

市として大々的にコミュニティプラザを

使って、主体的に取り組まれたとのことで

す。次年度は開催地が持ち回りとなり他市

で行われます。できましたらその記憶が残

っているうちに、もう少し力を入れてやっ

ていただきたいので、要望しておきます。 
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 次に、地域子育て支援拠点についてです。

こちら鳥飼西小学校区にないとのことで

す。できたら小学校区に一つあったらいい

と思います。今後の計画についてどうして

いくか、２回目お伺いいたします。 

 次に、助産施設の執行率です。私が出産

したときが４５万円ぐらいだったと思う

ので、６０万円に上がっていることから、

最大人数１０人で６００万円の予算立て

をされていることは理解いたしました。 

 出産費用がすごく高くなっていること

で、少子化につながらないよう、こういっ

た制度がありますと周知していただいて、

少子化防止に摂津市からも努めていただ

きたい。こちら、要望としておきます。 

 次に、ファミリーサポートのひとり親家

庭の補助金についてです。半額ですが利用

世帯が１２世帯、もう少し制度の周知が必

要でもあります。どうしても登録が別で事

前に必要だと、利用したいと思うタイミン

グで、登録がその前にできるかと言ったら

難しいのがファミリーサポートの難しさ

です。その辺り利用しやすい方法なり仕組

を摂津市独自で取り組んでいただきたい。

要望としておきます。 

 次に、障害児保育、去年より増員すると

のことです。引き続き皆さんが安心してお

子さんを預けられる体制づくりに取り組

んでいただきたい。要望としておきます。 

 次に、ひとり親支援事業、執行率ゼロ％

についての質問です。登録はあったけれど

も実際利用がなかったとのことです。ファ

ミリーサポート同様、どうやったら利用し

てもらえるのか、周知の徹底とか、使いや

すくする、予算をつけているわけですから、

工夫をしていっていただきたい。要望とし

ておきます。 

 次、ひとり親の自立支援給付金について

です。お一人で子育てされているシングル

マザーは実家にも頼れないケースも多い

と聞いております。保育園の時間外にも預

けたい、働き続けるためにサポートも必要

だとの声もちらほらお聞きします。今年度

土曜日の学童保育もスタートして、摂津市

としてかなり拡充されていっているのは

感じているのです。本当に努力いただいて、

そこの辺りは感謝申し上げます。例えば日

曜日の保育、学童保育はなかなか難しいと

は思うのですが、かなえれば、就労がかな

う方もいらっしゃるかもしれないです。そ

の辺りのニーズをしっかりと調べていた

だきたい。自立支援で、自分の家計管理も

あると思うのです。家計管理をうまくして

いくために独自のファイナンシャルプラ

ンナーを相談先として体制に入れている

自治体もあります。そういった方が月々の

収入に合わせて生活ができるよう、ファイ

ナンシャルプランナーによる家計相談も

併せて相談体制に入れていくといいと思

います。要望とします。 

 次に、適応指導教室パルです。１０時か

らスタートしている点について質問させ

ていただきました。早く起きる生活習慣に

ないので、午前１０時ぐらいの開設でちょ

うどいいみたいなご回答いただいたと思

うのです。今後二つ新しく開設され、そこ

の開設に当たって保護者やお子さん、学生

に聞いてみて、早く開けてくれたら通える

とのお声があったら、始める時間も早めて

いただきたい。要望としておきます。 

 次に、読書ノートの活用率などをお聞き

しました。学校によってばらつきがあると

のことです。しおりのプレゼントをするこ

とで、頑張ってしおりを手に入れたい意欲

を持ってもらう工夫もご説明いただきま

した。 
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 なかなか図書の時間って学校の中では

確保するのは難しいと思うのです。私はあ

まり自分の子供にゲームをしてもらいた

くなくて、本を読んでほしいとの思いがあ

ったのです。自分の子育てではうまくでき

なかったので、えらそうに言えませんが、

学校図書のお便りはいい本の推薦など、各

学校出されていると思います。しおり以外

にも引き続き様々な仕掛けをしていただ

きたい。家でゲームをするよりも本を読む

時間を確保してもらえるようなご努力を

いただきたい。要望としておきます。 

 次に、いじめ問題の委員の人選、学識経

験者の方であるとか弁護士、元校長、心理

士とのことです。非常に心強い人選かと思

います。なるべく悲しい事件が起こらない

体制づくり、引き続きお願いします。要望

としておきます。 

 次に、土曜つながり事業、参加率等教え

ていただき、各回１０名ほどいらっしゃる

とのことです。今年度もまもなく、５回目

が実施されるとのことです。昨年に比べコ

ロナが落ち着きを見せており、昨年より開

催回数、参加人数ともに上がっているとの

ことです。今後も様々なイベント内容を工

夫していただいて実施いただきたい。要望

としておきます。 

 わくわく広場、ここ３年はコロナ禍で実

施も難しかったと思います。ただ、まもな

く５類に下げられ、マスク着用も緩和され

ていくかと思います。こちら指導員の現在

の状況、高齢の方が多かったと思います。

現在の登録状況、今でもやられていると思

うのですけれども、回数を増やすに当たっ

て実際指導員の方、確保できるのかお聞か

せいただきたい。 

 次に、学校行事の移動支援の補助金は修

学旅行のときに移動する手段とのことで

す。対象者がいないので予算として上がっ

ていないと理解できました。 

 今後もそういった生徒がいらっしゃっ

たら、引き続きしっかり対応いただきたい。 

 次に、中学校検診事業です。女子生徒の

検診の問題について、ポイントは側弯症を

見逃すか見逃さないかで、着衣をするかし

ないかになってくると思うのです。全国的

には側弯症は着衣のままでも大丈夫とい

う医者の見解が多いかと思うのです。どう

しても、１回見て最終的に気になるのであ

れば、背後からだけ、人権問題にも関わっ

てくると思います。生徒の気持ちに沿った

対応をしていただきたい。要望とします。 

 次に、こども会、団体数がかなり減って

いるとのことです。コロナもあり、核家族

化が進行してなかなか継続が難しいとの

お話でした。 

 私の住んでいる千里丘小学校区でも、一

つのこども会は３月でなくなることが決

まっています。代表質問で、民主市民連合

の三好義治議員が、ほかの団体を活用する

などとの一言もあったかと思います。千里

丘こども会がなくなる。私が入っている消

防団で、廃品回収の資金で年に２回ぐらい、

こども会ではないのですけれども、町会に

属しているお子さんに向けてイベントを

やろうという話合いが進んでおります。 

 ほかの地域資源の活用も今後視野に入

れ、こういう事例もありますので、以前か

らのつながりを活用した形で新しい取組

を作っていただけるよう、尽力いただくこ

とを要望します。 

 青少年指導員の件についてです。様々各

校で工夫されているとお聞きしました。第

三中学校区は多分ペットボトルのロケッ

トだったと思います。私も参加したことが

あるので、非常に子供たちが喜んでいまし
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た。例えば毎年するのではなく、距離の移

動とかも問題になってくると思うのです

が、隣同士の青少年指導員で毎年同じこと

をするのだったら、順繰りにイベントを変

えてみるとか、工夫いただけたらと思いま

す。要望です。 

 次に、生涯学習フェスティバルについて

です。参加団体が市外からも参加され、団

体数は問題ないとのご回答でした。大阪人

間科学大学の学生とかも以前は参加され

ていたと思います。今回辞退すると聞いて

おります。 

 もちろん市外からも参加していただい

て、摂津市にこんなイベントがあるのだと

周知も必要と思うのです。やはり市内団体

の参加を増やすとか、市内の新しい世代の

方に参加してもらう取組の予定はあるの

か２回目、お聞きします。 

 最後、家庭教育学級についてです。複数

では現状は考えていないとのことです。せ

っかく予算を確保しているわけです。今１

００％の執行率じゃないと思います。最終、

感想をいただいて４月、５月も実施したい

から、申込み時期とかの工夫をいただけれ

ばとのお声が上がっていることは事実で

す。４月５月が飛んで１０回でよりも、月

に１回、１２回やるほうが、参加率も増え

ます。内容も充実してくると思います。今

後、複数年実施していただいた団体に関し

ては、さらにその活動が深めていける取組、

レベルアップの取組ができる工夫を要望

しておきます。 

○弘豊委員長 ２回目の答弁。 

 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 病児保育の登録

や予約の方法についてのお問いでござい

ますけれども、こちらは桃林会で運営され

る病児保育事業になります。 

 具体的な予約の方法などは、我々もまだ

確認はできておりません。事業開始時期も

まだ決まっておらず、まずは本体であるこ

ども園を優先して８月に開園するとのこ

とでございます。 

 開園時期とか予約の方法、また決まりま

したら詳細について広く周知を図ってま

いりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 坂本課長。 

○坂本出産育児課長 出産・子育て応援給

付金事業におきます８か月面談の根拠に

ついて、ご答弁申し上げます。 

 伴走型相談支援におきます８か月面談

の理由といたしまして、国の説明会では妊

娠８か月頃は出産を間近に控えまして、出

産準備や産後のことをより具体的に考え

始める時期であるとされております。 

 またこの時期は、産前休暇を取得するタ

イミングでもありまして、妊婦が比較的時

間を取りやすい時期であることから、８か

月時の面談と設定されているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 古賀課長。 

○古賀家庭児童相談課長 そうしました

ら、啓発冊子の配布枚数と、どのような形

で配布するのかのお問いにお答えいたし

ます。 

 まず、配布方法ですけれども、出生届を

提出された保護者等に配布を考えており

まして、市民課で出生届を提出された後に、

健診等の案内のために出産育児課の窓口

に来られますので、そのタイミングで出産

育児課の窓口で配布する予定でございま

す。 

 配布冊子の部数ですけども、今回２，０

００部を予定しておりまして、大体年間の
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出生数は約７５０件とのことで、ストック

する場所の関係上２年分ぐらいを考えて

おります。 

 また、併せて転入者にも配布し、つどい

の広場等にも配架してまいりたいと考え

ております。 

 次に、Ｐａｍｏｊａが実施されている前

向き子育てプログラムとのすみ分ですけ

れども、Ｐａｍｏｊａが実施されておられ

ます前向き子育てプログラムについては、

出産育児課で地域の子育て支援事業とし

て実施されておられると認識いたしてお

ります。 

 この事業については、保護者が子育てに

前向きな気持ちとなって、子供を傷つけな

い方法ですとか、また子供の養育環境の向

上を図りながら子供の良好な発達を促し

て、子供を上手に取り扱うことができるこ

となど、育児スキルを身につけることを目

的としている事業でございます。 

 結果として、虐待の未然防止につながる

プログラムになるかと考えておりますけ

ども、保護者自身が自ら育児スキルを学び

たいと手を挙げて参加されておられます。 

 一方、児童虐待の再発防止のために実施

するＭＹ ＴＲＥＥペアレントプログラ

ムにつきましては、プログラムを受ける必

要性があると思われる保護者を対象に、対

象者については家庭児童相談課の職員か

ら参加を促して参加につなげていくこと

を考えております。もちろん、プログラム

の内容ですとか目的も異なりますけれど

も、出産育児課と家庭児童相談課の職員が、

それぞれのプログラムの内容をしっかり

理解しながら、事業を進めていきたいと考

えております。 

 養育支援訪問事業のつなぐ方法につい

てでありますけれども、対象者につきまし

ては育児不安や養育者の身体的・精神的不

調な状態があるご家庭を想定しておりま

して、出産育児課の保健師など関係機関と

連携しながら、養育支援の訪問が必要な家

庭を把握して、事業の利用につなげている

ところでございます。 

 また、事業の利用後については、子育て

アドバイザーから実施報告書を提出いた

だきまして、家庭内の状況ですとか、また

保護者の様子を共有させていただいてい

るところでございます。 

○弘豊委員長 坂本課長。 

○坂本出産育児課長 つどいの広場事業

の今後の予定、考えについてでございます

けれども、小学校区で設置できていない鳥

飼西小学校区ですけれども、令和５年度に

こども教育課において実施設計の予算を

取られておりますように、令和７年度に鳥

飼こども園が設置される予定ですので、そ

の園内につどいの広場を設置する計画を

行っているところでございます。 

 これによって、各小学校区一つ以上のつ

どいの広場が実現することになります。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 放課後子ども

教室わくわくの指導員の登録状況でござ

います。 

 現在、指導員の実働数としましては毎年

約３０名から４０名となっております。今

年度も６名の登録を頂いておりまして、こ

こ数年で一度でも指導員として活動して

いただいた方は約１００名おられます。 

 ただ、先ほど委員がおっしゃられました

ように、これが始まった当初、平成１６年

からの方々も多くおられまして、年齢層的

にはかなり高くなっている状況でござい

ます。 
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 これまで口コミでの確保が主となって

おりましたので、今後募集の案内を作成し

て、各公共施設に置かせていただき、ホー

ムページ、また広報等でも募集を行ってい

きたいと考えております。 

 また、現在大阪人間科学大学の学生も数

名来ていただいておりますので、そういっ

た大学への連携を図りながら、指導員の確

保にも努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上です。 

○弘豊委員長 中尾課長。 

○中尾生涯学習課長 生涯学習課に関わ

りますご質問にお答えをいたします。 

 生涯学習フェスティバルは、市民の集い

とろうそくファンタジーの二つのイベン

トから成り立っております。本市のイベン

トとして定着しているところでございま

す。 

 委員がご指摘のとおり、市民、また地域

の方々はもとより、様々な方で作り上げて

いくイベントとなっていくよう、実行委員

会とともに進めてまいります。 

 以上です。 

○弘豊委員長 西谷委員。 

○西谷知美委員 ２回目のお答え、ありが

とうございました。 

 病児保育の登録の方法について、これか

らしっかり構築していくとのことです。ま

だ、詳細については決まっていないので、

他市の事例といたしまして、豊中市にある

シャイニーキッズです。登録に際してわざ

わざ施設に行かなくても、ネット上で登録

できることを実施されています。自分のお

子さんが、しょっちゅう病気するかどうか

は入園前に分からなかったりするので、不

安に思われている方もいらっしゃいます。

他市の事例について、お調べいただいて、

活用していただき、登録方法を採用してい

ただきたい。 

要望としておきます。 

 次に、伴走型支援の妊娠８か月の根拠に

ついてです。育休、産休を取るタイミング

とか、８か月から急にお腹が大きくなって

くる、出産間近の現実的なところで不安に

なるという根拠で、８か月というのは理解

できました。 

 ８か月になってくると、実際出産後、自

分がどうしていくかをリアルに考えるタ

イミングだと思います。例えばそのときに

保育園ニーズとか、聞き取りにつなげてい

ただきたい。待機児童が大阪府内でワース

トの数字を解消できる取組に、８か月訪問

という新しい制度を取り入れるに当たっ

て、その解消につながる取組にしていただ

きたい。保育士ニーズの聞き取りを要望と

しておきます。 

 次に、啓発冊子、２，０００冊の根拠、

どのようにお渡しするかについてご説明

ありがとうございました。 

 転入してこられる方にもお配りいただ

けるとのことです。転入してくるというこ

とは、ご実家の近くに越してこられる方も

いらっしゃるでしょうけれども、転勤で来

られる場合は、急に辞令が下りて、誰も知

らない、親類、知人、友人のいないところ

に住むのは非常に不安でございます。そう

いった方が不安を解消できる内容にして

いただいて、摂津市で子育てしてよかった

と思えるアイテムの一つとしてしっかり

活用いただきたい。要望とします。 

 次に、親支援プログラムと、出産育児課

で実施されているＰａｍｏｊａとのすみ

分けについて説明いただいて、よく理解で

きました。 

 Ｐａｍｏｊａの取組は未然防止につな
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がっているとのことです。子育てに対して

不安に思われた方が自発的に申請される

ものとのことで、理解できました。 

 でも、実際不安になっている方がご存じ

なくて、私が知り合いにこういうのもあり

ますよと紹介したこともあります。せっか

くすばらしい取組が摂津市にあるので、こ

ういった二つのプログラムがありますと

保護者の方に、適切なタイミングでそれぞ

れの立場の方に受けてもらえるよう周知

徹底いただきたい。要望としておきます。 

 次に、地域子育て支援拠点、養育支援の

訪問についてです。 

 どういう形でつないでいくかで、保健師

が紹介するとのことです。実施された場合

は報告もする形で、子育てに困難を抱えて

いる方のサポートを実施されていると理

解できました。 

 なかなか案内をしても、利用されない場

合もあったりするかと思います。例えば、

豊中市では、社会福祉協議会で、こども食

堂ではなくてお弁当を配布する事業をさ

れているボランティア団体が、新しいお弁

当の試作をしたから試食をしてもらうと

いう、親切の活用をうまくつなげていると

いったお話も聞いてまいりました。摂津市

内においても、あいのわという団体がお弁

当を配布する活動をされています。そうい

った方にご協力いただくなど、本当につな

がるって難しいことは重々承知している

のですけれども、他市の事例を参考にうま

く、孤立しがちな保護者とつながる方法を

いろいろ模索していただきたい。要望とし

ておきます。 

 そして、地域の子育て拠点についてです。

鳥飼西小学校には鳥飼こども園の高台化

に伴って、つどいの広場も開設されるとの

ことです。それにより全小学校区に一つ以

上確保できるとのことで、すばらしい計画

と思います。令和７年度、それまで２年間

あります。子育てのサークルとかにお願い

して、鳥飼西小学校に、何か相談に行ける

場とかを、７年にスタートする前に、何ら

かの形で、月１回でなくても数回でも実施

されるといいと思います。要望とします。 

 次に、わくわくの指導員の状況について

ご説明ありがとうございました。 高齢化

が進んでおり、今少しずつ大阪人間科学大

学の大学生の方が参加されているとのこ

とです。そういった様々な立場の方、また

大阪人間科学大学の学生にとっても、実際

自分の将来進む仕事においても、こういっ

た事業に携われることはとてもいい経験

だと思います。少し距離はあるのですけれ

ども、大和大学にも教職課程あったかと思

います。そういった近隣の大学生の方、若

い方のマンパワーも使って、子供たちの安

全・安心な場の確保に引き続きご尽力いた

だきたい。 

 募集案内も様々なところ、広報も使って

実施されるとのことです。子供たちが安心

して集える場づくり、人材確保に努めてい

ただきたい。要望です。 

 生涯学習フェスティバルの実施形態に

ついてご説明いただきまして、ありがとう

ございました。 

 現状、ろうそくファンタジーと講演会形

式の２回とお聞きしました。ここ近年の実

施状況で、ろうそくファンタジーは９月に

実施されていると思うのです。９月といえ

ば台風とか天候が荒れることが多いかと

思います。ここ５年の実施状況について、

お聞かせいただきたい。 

○弘豊委員長 中尾課長。 

○中尾生涯学習課長 実施状況でござい

ます。 
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 まず、９月に実施されていることについ

てです。本市では様々なイベントが開催さ

れております。その日程の調整など、被ら

ないような形でのイベントを調整してい

くために９月となっております。 

 また、今手元には５年分ございませんが、

前回、前々回につきましては旧三宅小学校

校庭を利用させていただいて、コロナ禍で

ございましたので、規模を縮小した形で開

催し、前回につきましては中止とさせてい

ただいております。 

 以上です。 

○弘豊委員長 西谷委員。 

○西谷知美委員 前回と前々回について

ご説明ありがとうございました。 

 ろうそくファンタジーを９月に行うこ

とを、私はとても疑問に思っていまして、

危ない時期にろうそくという、火を使った

イベントをするということです。高齢化も

していますし、マンパワーの状況から見て

も、生涯学習大学を受講されたメンバーで

実行委員会を作られていると思うのです。

それも含め両方の見直しが必要な時期と

思います。予算がついているから粛々と予

算に合わせて実施するのではなく、本当に

市民が参加しやすい内容に見直していく

べき時期に来ていると思います。その辺り

メンバー構成とか、実施内容も精査いただ

いて、課題としていただきたい。 

 以上、要望としておきます。 

○弘豊委員長 西谷委員の質問は終わり

ました。 

 ほか、ございますか。 

 福住委員。 

○福住礼子委員 皆さんいろいろと質問

されましたので、１点は要望で、１点は質

問をさせていただきます。 

 予算概要の５６ページ、親支援プログラ

ム事業についてです。これは要望だけにな

るのですけれども、虐待を繰り返す親御さ

んに、プログラムに参加していただいて、

そこでカウンセリングを受けながら、保護

者自身が内面に気づいてもらう取組にな

っていくと思っております。 

 森田ゆり先生が、摂津市で講演をしてい

ただいて、私も聞かせていただいたのです。

そのときに先生がいろんな本を持ってこ

られたのです。１冊だけ買いました。大人

が触れても子供が触れても分かりやすく

書いてある本でした。その中に、真実を明

らかにするには二人必要だと書いてあっ

たのです。それを語る人と聞く人、その１

行だけのフレーズなのですが、とてもいい

言葉と思います。 

 自分の気持ちを語れる、また語りたいと

思うことが、カウンセリングや支援の第一

歩だと思っています。そこからいろんな行

動に移っていくと思います。このプログラ

ムに参加される以外のところでも、聞いて

くれる人、寄り添う人の存在が一番大事な

点だと思います。 

 先日、もう夕方の６時を回った時間帯に、

担当者の方がこれから訪問に出かけると

ころに出くわしました。大変頭が下がる思

いです。虐待事件が起こったときには、本

当に担当者の方にとってはじくじたる思

い、本当にどうしていいか分からないぐら

いつらい思いをされたのだと思います。こ

ういった支援事業をしてくださっている

担当者のご苦労と、またそこからしっかり

と研修を受けて、ご自身の仕事としてスキ

ルを上げていただく、今年もいろんな形で

やってくださると思います。期待しており

ますので、どうぞこのプログラムを通じて、

それ以外でも訪問時に、寄り添って聞く、

どんな声が聞けるのか、そういった思いで
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これからも取り組んでいただきたい。 

 もう一点は質問です。誰も聞かれなかっ

たので聞こうと思います。予算概要６６ペ

ージ、出産・子育て応援給付金事業につい

てです。 

 昨年の１２月に補正予算が可決され、既

に今年２月に入って対象者の方へご案内

をされていると思います。昨年の４月１日

以降の妊娠届、また出生届をされた方への

遡及申請が大半で今は行っておられると

思います。そういった意味では事務手続な

ど件数が集中して、業務も一時的に膨らん

でいるのではないかと思っております。 

 現在の進捗状況についてお聞かせをい

ただきたい。また、この事業を実施して、

どういった反響があったのかお聞きした

いので、よろしくお願いいたします。 

 １点だけです。 

○弘豊委員長 坂本課長。 

○坂本出産育児課長 出産・子育て応援給

付金事業についてのお問いに対しまして

ご答弁申し上げます。 

 先ほどありましたように、出産・子育て

応援給付金事業につきましては、昨年１２

月議会でご承認いただきまして、その後本

年２月の１日から実施をしておるところ

でございます。 

 制度の対象者が令和４年４月１日以降

に妊娠・出産された方になっておりまして、

その遡及適用対象者、対象の方には２月の

初旬に市から個別に申請書等を送付した

ところでございます。 

 その返信状況、進捗状況といたしまして

は、２月末時点で約７０％の返信を頂いて

いるところでございまして、そのうち既に

お振込が完了している世帯に関しまして

は約３０％となっているところでござい

ます。 

 あと、受給者の反応といたしましては、

皆さん大変喜ばれておりまして、私どもと

いたしましても経済的支援を有効に使用

していただければと考えているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 出産・子育て応援給付金

事業は、孤立感や不安感を抱く妊婦、子育

て家庭に妊娠期から出産、子育てまで一貫

して身近で相談に応じ、そしてニーズに即

した必要な支援につなぐ伴走型相談支援

と経済的支援、５万円と５万円の１０万円

です。一体的に実施するためのものである

と思っております。 

 そういうことが大事だと踏まえた中で、

妊娠届時に渡す給付金については、市内の

相談窓口、産前産後ケア、任意検診などの

ご案内をするべきだと思います。また出生

届後については、この給付については家事

支援や、つどい場、育児相談など市が運営

するサービスの案内もより分かりやすく、

できればサービスを利用されている様子

や、感想が分かる工夫をされ、さらにこの

支援につなげていく、アクセスしやすい、

また利用したくなる工夫をしていただけ

れば、伴走型支援と経済的支援が一体的に

なっていくと思います。 

 どうしても、妊娠時に、そして出産時に

５万円ずつもらうことで、この１０万円の

給付の点だけが目立ってしまうのは、方向

性が少し違うと思っています。そういう意

味では、できればクーポン券の形でやって

いただけるのも今後の検討課題と思って

います。 

 昨日、課長の答弁で、男性の方も産後う

つを発症されるとのことで、私も驚いたの

ですけれども、なるほどと思いました。パ
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パの集まりも支援につなげていただきた

い。 

 代表質問の中でも言わせていただきま

した。今回、子ども家庭庁が設置され、そ

してこども基本法ができます。この中に定

められた、生命、生存、発達の権利、そし

て子供の最善の利益、子供の意見の尊重、

差別の禁止、こういったことが４原則基本

法として載ったとのことです。ともかく今

は子供を真ん中にして社会をつくってい

かなければいけないと謳われていると思

います。虐待、貧困、そして自殺、そうい

ったことで子供を死なせない社会をつく

っていかなければいけないと思っていま

す。そういう意味では、摂津市は子育て包

括支援センターを造っていただくときに、

出産育児課という新しい課を設立いただ

きました。市役所の６階では、出産からそ

して教育に至るまで連携した取組ができ

ている意味では、摂津市のいわゆるこども

家庭庁に当たるではないかと私は自信を

持っているところです。どうかそういう意

味でも、今後もますます横断連携した、全

庁的な取組で、摂津市が本当にしっかりと

子供を真ん中にした子育てができるまち

を目指して、令和５年度出発をしていただ

きたいので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 以上です。 

○弘豊委員長 以上で、質疑終わります。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時８分 休憩） 

（午前１１時９分 再開） 

○弘豊委員長 再開します。 

 議案第２号、議案第３号、議案第１０号

及び議案第１１号の審査を行います。 

 本４件について、補足説明を求めます。 

 末永上下水道部長。 

○末永上下水道部長 議案第２号、令和５

年度摂津市水道事業会計予算につきまし

て、目を追って主なものについて補足説明

をさせていただきます。 

 予算書３６ページ、令和５年度摂津市水

道事業会計予算実施計画説明書をご参照

願います。 

 まず、収益的収入でございますが、款１

水道事業収益、項１営業収益、目１給水収

益は、前年度に比べ１，１８９万２，００

０円の減額でございます。これは主に従量

料金の減少によるものでございます。 

 目２受託工事収益は、前年度に比べ１，

３３６万２，０００円の増額でございます。

これは、公共下水道工事などに伴う給配水

管移設工事の増加によるものでございま

す。 

 目３受託事業収益は、前年度に比べ８７

９万５，０００円の増額でございます。 

 目４他会計負担金は、前年度に比べ３５

万７，０００円の増額でございます。 

 目５その他営業収益は、前年度に比べ１

７万１，０００円の増額でございます。 

 項２営業外収益、目１受取利息及び配当

金は、前年度に比べ１６万円の減額でござ

います。 

 目３納付金は、前年度に比べ３５４万９，

０００円の減額でございます。 

 目４他会計負担金は、前年度に比べ１，

５１１万３，０００円増額でございます。

これは、主に下水道事業からの中央送水所

施設使用負担金の増加によるものでござ

います。 

 目５長期前受金戻入は、前年度に比べ３

９５万４，０００円の増額でございます。 

 目６消費税還付金は、前年度に比べ６７

０万３，０００円の増額でございます。 

 目７雑収益は、前年度に比べ７万６，０
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００円の増額でございます。 

 次に３８ページ、収益的支出でございま

す。 

 款１水道事業費用、項１営業費用、目１

原水・浄水及び送水費は、前年度に比べ７，

１９９万円の増額でございます。これは、

主に電気料金の高騰に伴う動力費の増加

によるものでございます。 

 ４０ページ、目２配水・給水費は、前年

度に比べ１５５万６，０００円の減額でご

ざいます。 

 目３受託工事費は、前年度に比べ１，２

３４万５，０００円の増額でございます。 

 ４２ページ、目４業務費は、前年度に比

べ２，４４７万７，０００円の増額でござ

います。 

 目５総係費は、前年度に比べ９２７万１，

０００円の減額でございます。 

 ４６ページ、目６減価償却費は、前年度

に比べ３，１３０万７，０００円の増額で

ございます。 

 目７、資産減耗費は、前年度に比べ２，

４４３万１，０００円の減額でございます。 

 項２営業外費用、目１支払利息及び企業

債取扱諸費は、前年度に比べ１２万８，０

００円の増額でございます。 

 続きまして４８ページ、資本的収入でご

ざいます。 

 款１資本的収入、項１、目１企業債は、

前年度に比べ３，１２０万円の増額でござ

います。これは、主に配水管整備事業債の

増加によるものでございます。 

 項２、目１工事負担金は、前年度に比べ

皆増で、これは消火栓工事負担金でござい

ます。 

 項３、目１交付金は、前年度に比べ３６

０万円の減額でございます。 

 他会計負担金は、前年度に比べ皆減でご

ざいます。これは、水道料金システム更新

に係る下水道事業からの負担金が減少に

なったことによるものでございます。 

 次に５０ページ、資本的支出でございま

す。 

 款１資本的支出、項１建設改良費、目１

施設改修費は、前年度に比べ４，１３９万

６，０００円の減額でございます。これは、

主に施設改修工事の減少によるものでご

ざいます。 

 目２固定資産取得費は、前年度に比べ５，

４９３万３，０００円の減額でございます。

これは、主に水道料金システム更新に係る

費用が皆減となったことによるものでご

ざいます。 

 目３配水管整備事業費は、前年度に比べ

１，３１８万５，０００円の増額でござい

ます。これは、主に配水管布設工事の増加

によるものでございます。 

 項２、目１企業債償還金は、前年度に比

べ１，２７４万１，０００円の増額でござ

います。 

 項３、目１交付金返還金は、前年度に比

べ１７１万３，０００円の減額でございま

す。 

 以上、議案第２号、令和５年度摂津市水

道事業会計予算の補足説明とさせていた

だきます。 

 続きまして、議案第３号、令和５年度摂

津市下水道事業会計予算につきまして、目

を追って主なものについて、補足説明をさ

せていただきます。 

 予算書８８ページ、令和５年度摂津市下

水道事業会計予算実施計画説明書をご参

照願います。 

 まず、収益的収入でございます。 

 款１下水道事業収益、項１営業収益、目

１下水道使用料は、前年度に比べ４１１万
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６，０００円の減額でございます。これは、

主に事業所などからの下水道使用の減少

によるものでございます。 

 目２受託事業収益は、前年度に比べ５，

２２７万７，０００円の増額でございます。

これは、主に連続立体交差事業に伴う公共

下水道管移設工事の増加によるものでご

ざいます。 

 目３他会計負担金は、前年度に比べ１億

２６万３，０００円の増額でございます。

これは、一般会計からの雨水処理負担金の

増加によるものでございます。 

 目４その他営業収益は、前年度に比べ３

９万５，０００円の減額でございます。 

 項２営業外収益、目１建物物件収益は、

前年度に比べ３１万８，０００円の増額で

ございます。 

 目２他会計負担金は、前年度に比べ５２

万１，０００円の増額でございます。 

 目３長期前受金戻入は、前年度に比べ１，

６１３万１，０００円の増額でございます。 

 目４雑収益は、前年度に比べ１，７１０

万円の減額でございます。 

 次に９０ページ、収益的支出でございま

す。 

 款１下水道事業費用、項１営業費用、目

１管渠費は、前年度に比べ５４３万７，０

００円の減額でございます。 

 目２受託事業費は、前年度に比べ５，０

９８万７，０００円の増額でございます。 

 目３普及促進費は、前年度に比べ２９万

９，０００円の減額でございます。 

 目４業務費は、前年度に比べ１，３０３

万６，０００円の増額でございます。 

 ９２ページ、目５総係費は、前年度に比

べ２，８２３万４，０００円の増額でござ

います。これは、主に水道事業へ支払う中

央送水所施設使用負担金の増加によるも

のでございます。 

 目６流域下水道管理費は、前年度に比べ

１億６，５２２万円の増額でございます。

これは、安威川流域下水道維持管理負担金

の増加によるものでございます。 

 ９４ページ、目７減価償却費は、前年度

に比べ２，９６２万６，０００円の増額で

ございます。 

 項２営業外費用、目１支払利息及び企業

債取扱諸費は、前年度に比べ４，４０９万

円の減額でございます。 

 続きまして９６ページ、資本的収入でご

ざいます。 

 款１資本的収入、項１、目１企業債は、

前年度に比べ４億６，３６６万円の減額で

ございます。これは、主に資本費平準化債

の皆減によるものでございます。 

 項２、目１他会計負担金は、前年度に比

べ２，９６７万７，０００円の減額でござ

います。 

 項３、目１他会計補助金は、前年度に比

べ５３８万１，０００円の増額でございま

す。 

 項４負担金等、目１公債費負担金は、前

年度に比べ３，０００円の増額でございま

す。 

 目２受益者負担金は、前年度に比べ５８

８万３，０００円の減額でございます。 

 目３工事負担金は、前年度に比べ皆増で

ございます。これは、マンホールトイレ整

備に係る一般会計負担金でございます。 

 項５、目１国庫補助金は、前年度に比べ

４，８６０万円の増額でございます。 

 次に９８ページ、資本的支出でございま

す。 

 款１資本的支出、項１建設改良費、目１

公共下水道整備費は、前年度に比べ１５４

万２，０００円の増額でございます。これ
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は、主に公共下水道工事の増加によるもの

でございます。 

 目２流域下水道整備費は、前年度に比べ

１億１，３３５万６，０００円の減額でご

ざいます。これは、安威川流域下水道建設

負担金の減少によるものでございます。 

 目３固定資産取得費は、前年度に比べ２，

４３９万９，０００円の減額でございます。

これは、主に水道料金システム更新に係る

水道事業への負担金が皆減となったこと

によるものでございます。 

 項２、目１企業債償還金は、３億３２３

万７，０００円の減額でございます。 

 以上、議案第３号、令和５年度摂津市下

水道事業会計予算の補足説明とさせてい

ただきます。 

 続きまして、議案第１０号、令和４年度

摂津市水道事業会計補正予算（第４号）に

つきまして、目を追って主なものについて

補足説明をさせていただきます。 

 補正予算書７ページ、令和４年度摂津市

水道事業会計補正予算実施計画説明書を

ご参照願います。 

 まず、収益的収入でございます。 

 款１水道事業収益、項１営業収益、目２

受託工事収益は、６６０万円の減額で、こ

れは公共下水道工事などに伴う給配水管

移設工事の減少によるものでございます。 

 項２営業外収益、目６消費税還付金は、

７０６万１，０００円の減額で、これは、

支出の減額に伴い消費税還付金が減少す

ることによるものでございます。 

 次に、収益的支出でございます。 

 款１水道事業費用、項１営業費用、目１

原水・浄水及び送水費は、５２万３，００

０円の減額でございます。 

 目２配水・給水費は、４７３万７，００

０円の減額でございます。 

 目３受託工事費は、６０５万円の減額で

ございます。 

 目５総係費は、１３万５，０００円の減

額でございます。 

 続きまして、資本的収入でございます。 

 款１資本的収入、項１、目１企業債は、

３，２８０万円の減額で、これは施設改修

事業債の減少によるものでございます。 

 項２、目１他会計負担金は、１５２万６，

０００円の減額で、これは水道料金システ

ムの更新に係る下水道事業からのＯＡ機

器更新負担金の減少によるものでござい

ます。 

 次に８ページ、資本的支出でございます。 

 款１資本的支出、項１建設改良費、目１

施設改修費は、５，０８０万３，０００円

の減額で、これは、主に施設改修工事の減

少によるものでございます。 

 目２固定資産取得費は、１，２１１万円

の減額で、これは、主に財務会計システム

の更新に係る費用の減少によるものでご

ざいます。 

 目３配水管整備事業費は、５５０万円の

減額でございます。 

 以上、議案第１０号、令和４年度摂津市

水道事業会計補正予算（第４号）の補足説

明とさせていただきます。 

 続きまして、議案第１１号、令和４年度

摂津市下水道事業会計補正予算（第４号）

につきまして、目を追って主なものについ

て補足説明をさせていただきます。 

 補正予算書７ページ、令和４年度摂津市

下水道事業会計補正予算実施計画説明書

をご参照願います。 

 まず、収益的収入でございます。 

 款１下水道事業収益、項１営業収益、目

３受託事業収益は、２，６００万円の減額

で、これは公共下水道整備事業受託収益の
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減少によるものでございます。 

 次に、収益的支出でございます。 

 款１下水道事業費用、項１営業費用、目

２受託事業費は、２，５００万円の減額で

ございます。 

 目５総係費は、２７５万６，０００円の

減額でございます。 

 目６流域下水道管理費は、３，９３２万

４，０００円の減額で、これは安威川流域

下水道維持管理負担金の減少によるもの

でございます。 

 続きまして、資本的収入でございます。 

 款１資本的収入、項１、目１企業債は、

９，７８０万円の減額で、これは、主に流

域下水道事業債の減少によるものでござ

います。 

 次に、資本的支出でございます。 

 款１資本的支出、項１建設改良費、目１

公共下水道整備費は、３，００７万円の減

額でございます。 

 目２流域下水道整備費は、６，９２０万

５，０００円の減額で、これは安威川流域

下水道建設負担金の減少によるものでご

ざいます。 

 目３固定資産取得費は、１，０６５万６，

０００円の減額で、これは、主に財務会計

システム更新に係る費用の減少によるも

のでございます。 

 以上、議案第１１号、令和４年度摂津市

下水道事業会計補正予算（第４号）の補足

説明とさせていただきます。 

○弘豊委員長 説明が終わり、質疑に入り

ます。 

 出口委員。 

○出口こうじ委員 予算概要から何点か

質問をさせていただきます。 

 １番目、１３６ページ料金課の水道料金

徴収事業についてです。この予算が包括委

託に係る予算と思います。料金課の徴収業

務のうち、どの業務を市の職員がされ、ど

の業務を新たに業務委託先業者に行って

もらうのか、１回目お聞かせください。 

 ２番目、１３４ページ受水事業、受水費

の件でお聞かせください。 

 受水費は、過去の予算概要を見ていると、

だんだん増加傾向にあると思うのです。そ

の理由についてお聞かせください。 

 ３番目、１５２ページ公共下水整備事業

の公共下水道工事の予算についてです。下

水道と言えば、雨水整備と汚水整備がある

と思うのです。まず、雨水整備の令和５年

度の予定についてお聞かせください。 

 続きまして、４番目、汚水整備について

も今後の予定をお聞かせください。 

 最後の質問です。 

 当初予算主要事業一覧、２ページに、水

道料金の支払い方法に、クレジットカード

を追加されるとのことです。やっと実現さ

れたと思うのです。これのスケジュール感

をお聞かせください。 

 以上です。 

○弘豊委員長 では、答弁お願いします。 

 千葉課長。 

○千葉料金課長 出口委員の１回目のご

質問、水道料金徴収等委託料の件で、これ

は包括かどうかと、あと料金課におきまし

て引き続き行う業務と新たに包括委託の

業者が行う業務で、その質問にお答えさせ

ていただきます。 

 まず、委員のおっしゃるとおり、水道料

金等収納事業のうち、水道料金徴収業務等

委託料につきましては、包括委託の業務の

費用でございます。 

 引き続きまして、料金課で引き続き行う

業務でございますが、包括委託業者で業務

を遂行、例えば開閉栓ですとか、検針、料
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金徴収関係業務、宿日直業務をするに当た

りまして、経営企画課も同じなのですけど

も、料金課の職員につきましては、その業

者の指導・監督業務がございます。 

 また、漏水に関する減免の決裁ですとか

滞納者の給水停止等、今行っているのです

けども、そちらにつきましても行政として

の最終判断、これは止めるとか止めないと

かいうことの最終判断については、行って

いこうと思っております。 

 どちらにいたしましても、包括委託であ

れば、あくまで私たち水道事業者としての

責任は市にございます。高度な技術力を有

する受託者の業務を指導・監督いたします

のは、それ以上の高い技術力、指導力が職

員に要求されると認識しております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 井上課長。 

○井上水道施設課長 出口委員の２点目

のご質問で、受水量の増加の原因について

答弁いたします。 

 近年、総配水量は増減もございますが、

大阪広域水道企業団からは受水量は令和

元年から令和３年度までの３年間で、約３

０万立方メートルの増加をしております。

この受水量が増加する要因の一つは、太中

浄水場における自己水量の減少です。 

 太中浄水場の総配水量に対する自己水

の割合は、この３年で２７．７％から２４．

３％に下がっております。 

 また、管路の漏水発生も要因の一つと見

ています。漏水の早期発見に努めていると

ころでございます。 

○弘豊委員長 樫本部参事。 

○樫本上下水道部参事 出口委員の３番

目の質問、公共下水道の雨水整備、令和５

年度についての雨水整備の状況について

のお問いにお答えさせていただきます。 

 令和５年度は、令和４年３月に発注いた

しました東別府１丁目４番地内の雨水管

の整備を行っております。これは、東別府

雨水幹線の上流部に当たりまして、東別府

新在家線の西側に雨水管を埋設しており、

別府小学校南交差点を北側に進んで、別府

小学校の通用門付近まで埋設する予定と

なっております。 

 また令和５年度につきましては、現在施

工中の反対になります別府新在家線の東

側に雨水管埋設する東別府１丁目２番地

内の雨水管整備の工事を発注する予定と

なっております。 

 引き続き、５番目のお問いで、令和５年

度の汚水管の整備計画について、お答えさ

せていただきます。 

 現在、汚水の整備につきましては、鳥飼

八町１丁目で継続的に整備をさせていた

だいております。引き続き令和５年につき

ましても、鳥飼八町１丁目の汚水管未整備

地区の汚水管の整備を進めていく、このよ

うになっております。 

○弘豊委員長 千葉課長。 

○千葉料金課長 続きまして、出口委員の

５番目のクレジットカード払いの開始の

スケジュールについてお答えさせていた

だきます。 

 水道料金のクレジットカードの支払い

の開始でございますけども、令和５年９月

に開始予定と考えております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 出口委員。 

○出口こうじ委員 ２回目の質問をさせ

ていただきます。 

 水道料金の収納事業の件です。包括委託

することで、今までと比べて具体的にどの

ように業務の効率化や合理化が行われる

のかお聞かせください。 
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 ２番目、年々金額が上がっている理由は

理解しました。太中浄水場の維持管理には、

当然多くの予算が投入されていると思い

ます。自己水が減少していることについて、

コスト面から見て、また災害時のときの対

応について、どう考えておられるのかお聞

かせください。 

 ３番目、雨水整備についてです。どのよ

うな効果が出るのかお聞かせください。 

 汚水についても、鳥飼八町１丁目の工事

をされており、現在１か所だけとのことで

す。市内の汚水整備はおおむね完了してい

ると考えてよろしいでしょうか、お聞かせ

ください。 

 クレジットカードです。９月から開始予

定ですけども、市民の皆さんはどんな手続

をしたらいいのかお聞かせください。 

 ２回目、以上です。 

○弘豊委員長 千葉課長。 

○千葉料金課長 出口委員の２回目のご

質問、包括委託に関しまして、従来と比べ

て具体的にどのように業務の効率化、合理

化が行えるかとのご質問にお答えさせて

いただきます。 

 まず、包括委託業者につきましては、日

本国内におきましてもかなりの実績がご

ざいまして、その専門性の高い民間ノウハ

ウを業務にまず生かすことができると考

えております。 

 また、水道料金システム上で今まで職員

間ですとか開閉栓等の委託業者の間とか

の情報共有を行っていたのですが、それを

一括で同じ包括委託業者にすることによ

りまして、情報共有が容易になることと、

あとそれが迅速かつ正確に行えることが

結局市民の方に早く対応もできていくと

考えております。 

 また、業務ＫＰＩ、いわゆる重要業績評

価指標の設定を行ってもらいまして、現地

の督促件数、収納率、電話コール等の主要

な数値に関しての年間目標を設定してい

ただくことで、それをどんどん精査してい

くことによりまして、業務の効率、合理化

が年々上がっていくと思っております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 井上課長。 

○井上水道施設課長 ２回目の太中浄水

場の自己水が減少している中、コスト面ま

たは災害対応面から見て、どのように考え

ているかについて、お答えいたします。 

 太中浄水場では、太中浄水場管理運営事

業で行っております運転監視や設備の保

守点検、修繕等の維持管理などのコストが

かかっております。 

 先ほども申しましたように、自己水量が

減少しておりますので、このことにより１

立米当たりのコストは上昇していると認

識しております。その中、災害対応面にお

きましては、やはり災害時に大阪広域水道

企業団からの受水が受けられない状況に

あっても、自己水を持っていることで当面

の水道水を確保して、応急給水等により継

続的な水供給が可能となりますので、今後

も太中浄水場の運営を維持していきたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 樫本部参事。 

○樫本上下水道部参事 では、出口委員の

２回目の質問の３番目についてお答えさ

せていただきます。 

 雨水の工事が完成されるとどのような

効果があるかとのご質問についてお答え

させていただきます。 

 これらの雨水管につきましては、東別府

雨水幹線の上流に当たりますものです。東

別府雨水幹線に次ぐ大口径管となってお
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ります。集水面積は、主に別府新在家線の

北側から安威川に至る部分の東別府１丁

目地内となっております。 

 現状は大口径管のみでいわゆる面整備

管と言われるものは、整備なされませんけ

れども、既設の雑排水管を接続することな

どで、既設の設備を用いましてできるだけ

雨水を集めていく予定としております。 

 この雨水管が完成いたしますと、東別府

１丁目地内全域の雨水排除の促進が見込

まれますが、特にこれまで浸水履歴があり

ます別府小学校東側の地域において、浸水

発生リスクが低下されるものと、このよう

に考えております。 

 続きまして、汚水管の整備状況について

のお問いについてお答えさせていただき

ます。 

 摂津市の下水道の整備につきましては、

安威川以北の合流管から整備を進めてお

りまして、平成２年度以降に安威川以南の

汚水管の整備を進めている状況でありま

す。 

 その結果、摂津市につきましては、鳥飼

八町地内や河川占用の許可あるいは地下

埋設が非常に複層しておりまして、埋設が

非常に困難な地区、あるいは一部埋設同意

が得られない地区など、それらの所以外は、

もう整備がほぼ完了している状態となっ

ております。 

○弘豊委員長 千葉課長。 

○千葉料金課長 出口委員の５番目の質

問の２回目のお問いについてお答えさせ

ていただきます。 

 クレジットカードを９月開始にあたり、

市民の手続についてのご質問にお答えし

ます。 

 まず、お手続きなのですけども、クレジ

ットカードの支払いを９月から予定して

いるのですけども、そのときにポータルサ

イト、ウェブいわゆるインターネット上の

ポータルサイト及びスマートフォンアプ

リの運用も同時に開始しようと思ってお

ります。 

 そのポータルサイトですとか、スマート

フォンアプリの中で、クレジットカード支

払いを希望する水道使用者がクレジット

カードの支払いの登録画面がございまし

て、登録画面でご自分の決済をしたいクレ

ジットカードを登録することで、お支払い

のお手続きができるようになっておりま

す。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 出口委員。 

○出口こうじ委員 はい、ありがとうござ

います。 

 ３回目の質問させていただきます。 

 １番目、これから市民サービスに何か変

更が起きたりするのか、もしそういったこ

とが起きるのであれば、なぜそうなったの

か質問させてください。 

 続きまして、受水事業の件です。やはり

災害対応をちゃんとされるとのことです。

これからもしっかりとした運用をよろし

くお願いします。要望です。 

 ３番目、これから雨水整備をされていく

中で、どのような考えを持って運営してい

くのかお聞かせください。 

 続きまして、汚水の件です。安威川以北

の配管は老朽化が進んでいるとの話を前

聞いたことがあるのです。その対応とかは

これからどうされるのか、お聞かせくださ

い。 

 続きまして、クレジットカードです。ポ

ータルサイトかスマートフォンのアプリ

でされるとのことです。スマートフォンが

使えないお客様には、どういった対応を考
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えているかお聞かせください。 

 以上です。 

○弘豊委員長 千葉課長。 

○千葉料金課長 出口委員の１番目のご

質問の３回目、市民サービスについて、何

か変更は生じるのか。また、生じるのであ

れば、それに至った考え方についてのお問

いにお答えさせていただきます。 

 市民サービス変更についてなんですけ

ども、一番大きいのが業務時間の変更でご

ざいます。平日につきましては、基本、年

中無休なのですけども、正職員がやってい

るのが８時４５分から１７時１５分で、こ

れにつきましては、包括が始まります４月

からについては、９時から１９時が業務、

私たち職員がやっていた仕事をやるのが

１９時までで、料金徴収に関しましても、

１９時まで徴収ができるようにしており

ます。 

 それであと祝土日のときも、今まで料金

徴収行っていたのですけども、こちらにつ

いては、料金徴収は行わないということで

考えております。 

 なぜそのような考えに至ったかで、包括

委託に関してです。上下水道部に関しては、

これまで開閉栓ですとか検針、宿日直を個

別の事業者に委託していたのですけども、

先ほども言及させてもらったのですけど、

情報連携が正確迅速に行われなかったこ

とがございまして、そこが一番大きな理由

だなとは思っていました。それが個別委託

の弱点であると考えていたのですけども、

それにつきまして包括的に一つの事業者

に委託をすることで、まず解消ができるこ

とと、先ほどお伝えさせていただいた業務

ＫＰＩに関して専門性の高い包括委託業

者に委託することによって、今のやってい

る私たちの業務をブラッシュアップと言

いますか、どんどん効率化、合理化してい

けるのではと考えております。民間ノウハ

ウを業務運営に生かしていけることもこ

れも一つの大きな原因だと思います。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 樫本部参事。 

○樫本上下水道部参事 雨水の今後につ

いて、ご質問にお答えさせていただきます。 

 安威川以南の雨水の排除につきまして

は、公共下水道管の雨水管が全て整備され

ているわけではございません。よって、未

整備な地区につきましては、水路や既設雑

排水管を使って排除している状況でござ

います。 

 今後につきましては、東別府地内を中心

に雨水管を整備されてない地区の整備を

進めていくことも考えておりますけれど

も、雨水の整備につきましては、一般会計

からの負担になりますので、財政状況を鑑

みつつ、必要な場所から整備を進めていき

たいと、このように考えております。 

 続きまして、安威川以北の合流管の老朽

化についてのお問いについてお答えさせ

ていただきます。 

 安威川以北につきましては、雨水と汚水

を一緒に流す合流式で整備しておりまし

て、下水道管といいますのは、一般的な下

水環境で適切な維持がされれば、耐用年数

は５０年とされているところでございま

す。市内の安威川以北につきましては、整

備後５０年を経過する管路が今後増えて

くると予想されております。老朽化の備え

としまして、ストックマネジメントの計画

を立てております。その中で、埋設時期が

古く、重要な管渠から管渠内調査を令和３

年度から実施しておりまして、これを継続

的に進めて、老朽化の事故を未然に防止を

していきたいと、このように考えておりま
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す。 

○弘豊委員長 千葉課長。 

○千葉料金課長 そうしましたら、ポータ

ルサイトですとか、スマートフォンアプリ

を使えない方につきましてのご質問にお

答えさせていただきます。 

 そちらにつきましては、水道として今ま

でどおり、いろいろ情報を発信もさせてい

ただこうと思っているのですけども、広報

ですとか、あと窓口で問い合わせいただき

ましたら、丁寧にいろいろ支払い方につい

ても、クレジットカードが増えるのですけ

ども、キャッシュレスの支払い方について

も増えるとのことで、お客様サービスの向

上に努めていきたいと思っております。 

○弘豊委員長 課長、スマートフォンのア

プリとかポータルサイトが使えない人は、

クレジット払いできないということでい

いのですかね。 

 千葉課長。 

○千葉料金課長 スマートフォンアプリ

ですとか、ポータルサイトが使えない方に

ついては、クレジットカードへの対応がで

きません。申し訳ございません。 

 以上です。 

○弘豊委員長 西川次長。 

○西川上下水道部次長 補足をさせてい

ただきますと、パソコンであるとかスマー

トフォンが使えない方、実際いらっしゃる

と思いますので、クレジット決済につきま

しては、使えない方も窓口でご相談してい

ただきましたら対応させていただこうと

思っております。 

 以上です。 

○弘豊委員長 出口委員。 

○出口こうじ委員 ありがとうございま

す。 

 １番目、市民サービスが特に効率化、合

理化されるとのことです。コスト面ではど

うなるのか聞かせてください。 

 ３番目と４番目の汚水と雨水の配管、下

水道事業は本当にお金もかかるだろうし、

工事も本当に大変だと思うのです。これか

ら安全・安心な水を提供できるよう引き続

きよろしくお願いいたします。要望です。 

 クレジットカードは理解できました。あ

りがとうございます。９月から開始とのこ

とです。アプリとかポータルサイトが使え

ない方、クレジットカード払いしないかも

しれませんけども、できるだけ丁寧な対応

を要望します。 

 以上です。 

○弘豊委員長 辻課長。 

○辻経営企画課長 出口委員の質問番号

１番の４回目、コストの削減効果につきま

して、私からご答弁させていただきます。 

 令和４年度につきましては、開閉栓業務

と検針業務、そして宿日直業務を別々の業

者に委託しております。 

 令和５年度につきましては、そこへ新た

に料金徴収業務を加えて包括的に委託を

行うわけでございますので、委託料そのも

ののトータルといたしましては、令和４年

度よりは増加することになります。 

 ただし、料金課の職員配置を見直します

ことによりまして、職員の人件費が減少い

たしますので、そこを加味してコストの評

価を行うことになると考えておるところ

でございます。 

 令和５年度につきましては、制度の移行

期になりますので、いきなり料金課の職員

をゼロにすることはできませんので、令和

５年度の当初予算におきましては、３名分

の職員人件費を計上いたしております。そ

の関係で、令和４年度に比べまして、プラ

ス７５０万円ほどのコスト増を、今のとこ
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ろ見込んではおりますけれども、今後さら

に職員配置を見直していくことによりま

して、最終的にではございますけども、５

００万円から２，０００万円程度のコスト

削減が行われるのではないかといった状

況でございます。 

○弘豊委員長 出口委員。 

○出口こうじ委員 ありがとうございま

す。初めは少しコストが上がるとのことで

す。最終的にはコストを下げられるとのこ

とでした。水道事業はなかなか計画どおり

とはならず、本当に大変だとは思うのです

けども、引き続きよろしくお願いいたしま

す。 

 私の質問は以上です。 

○弘豊委員長 暫時休憩します。 

（午前１１時５２分 休憩） 

（午後 １時    再開） 

○弘豊委員長 再開します。 

 水谷委員。 

○水谷毅委員 １点目は、予算概要からお

願いします。 

 予算概要１３２ページ、太中浄水場の動

力費がございます。全庁的に光熱水費に関

するところは様々に苦慮していただいて

いると思うのです。その内容について、お

聞かせいただきたい。 

 ２点目、予算概要１４８ページ、安威川

流域下水道維持管理負担金についてです。 

 予算内容を前年と比較してみますと、大

幅な増が見られます。約６億８，５００万

円から約８億５，０００万円で、２億円以

上の増になっております。その理由につい

てお聞かせいただきたい。 

 ３点目、同じく予算概要１５２ページ、

安威川流域下水道建設負担金です。様々な

事業が一段落して、その影響だと思います

けども、内容についてお聞かせください。 

 次、４点目、議案第３号になります。下

水道の予算で６２ページの企業債です。 

 大きな事業を行ってきますと、いわゆる

借金をして事業を賄っておられると思い

ます。前年度と比較すると、平準化の企業

債がなくなっているように思います。その

内容についてお聞かせください。 

 続いて、議案第１０号です。８ページに

工具、器具及び備品の項目がありまして、

約１，２００万円の補正が入っております。

額面としては、大きいと思います。内容に

ついてお聞かせください。 

 最後６点目は、要望です。先ほども質問

ありました料金課で委託事業を行われま

す。委託先業者が実績のある大きなところ

です。そこからいろんなノウハウを学んで

担当職員もスキルアップしていただきた

いと思います。それに負けないだけの学習

もしっかりしていただきたい。 

 それから、スマートフォンのサイトとか、

クレジット決済とか、利便性の向上、また

回収率のアップとか、いろんなメリットが

あって、上下水道部としては大きなメリッ

トがあると思います。 

 一方、集合住宅でオーナーが集金をして

いるようなマンションも少なくはないと

思います。私のところも実際そうなのです。

そういうところではアプリでの使用料の

確認とかは反映されないわけですし、クレ

ジット決済も申込みができない状態です。

少しだけひがみ根性もあるかも分かりま

せんけれど、市民全体に及ぼすサービスの

向上とは言えない部分があるので、実際オ

ーナーが計測した数値をもらうとか、そこ

までは言わないですけど。そういう状況の

中で進められるということだけ把握して

いただきたい。 

 １回目、以上です。 
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○弘豊委員長 井上課長。 

○井上水道施設課長 水谷委員の１番目

のご質問で、動力費の内容についてお答え

いたします。 

 動力費は、処理場や送水所施設の運転に

係る電気料金で、金額は年間約１億円程度

で推移してきておりました。しかし、燃料

費が高騰いたしまして、電気料金の算定に

含まれる燃料調整費が上昇することで、昨

年１年間では、電気料金が１キロワットア

ワー当たり約８円上昇しているところで

ございます。 

 令和５年１月から９月までは、国の物価

高騰対策で補助金が適用されることにな

りまして、電力料金は１キロワットアワー

当たり３．５円安くなっておりますが、燃

料調整費につきましては、その後も上昇す

る傾向を見せております。 

 令和５年度は、こうした状況を踏まえま

して、１２月までは少しずつ収束しながら

も、価格の上昇が進む見込みを立てまして、

安定的な施設運営に向けた動力費を精査

いたしましたところ、令和５年度は前年度

当初予算と比較いたしまして、約６，００

０万円の増の予算を計上しております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 樫本部参事。 

○樫本上下水道部参事 では、水谷委員の

二つ目の質問、安威川流域下水道維持管理

負担金についての、増加になった原因につ

いてご説明させていただきます。 

 まずは、動力費の高騰によりまして、や

はり流域全体としてもかなり費用が上っ

ておりまして、安威川流域全体としてなん

ですけれども、約９億９，５００万円とな

りまして、令和４年度の当初に比べても５

億８，０００万円ほど上がっているとの報

告を聞いております。 

 したがいまして、我々も、令和５年度の

中では流域全体の中の費用のうち約１

９％を摂津市が負担している状態になっ

ておりまして、その応分の分が増額になっ

ております。 

 ただ、維持管理負担金全体といたしまし

ては、ほかの分についての節減とか見直し

などにより、増加の分についてはほとんど

ない状態にはなっとるのですけども、令和

５年度につきましては、その分が全て上っ

てくる形にはなっていると、そのような状

態になっております。 

 引き続き、建設負担金なのですけれども、

建設負担金につきましては、令和３年度ぐ

らいから、かなり上昇している状態にはな

っております。 

 令和５年度につきましても、令和４年度

の当初に比べますと、額は下がってはいる

のですけれども、補助の関係とか、そうい

う形がありましたので、それでお金は下が

っている形になっているのですけれども、

全体としての毎年支払っている負担につ

きましては、令和３年度からかなり大きく

なっている。 

 これにつきましても、やはり施設がだん

だん古くなっていくこともありますので、

ポンプの取替え等があって、金額は上って

いる。大体このような金額では変わってい

かないのではなかろうかと、そのような見

立てをしております。 

○弘豊委員長 辻課長。 

○辻経営企画課長 四つ目のご質問、下水

道事業の予算書６２ページ、企業債のこと

についてでございます。 

 確かに令和４年度の当初予算につきま

しては、資本費平準化債を２億５，８００

万円計上しておりました。令和５年度の予

算におきましては、資本費平準化債を計上
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いたしておりません。 

 こちらの資本費平準化債とはそもそも

何なのかでございますけれども、こちらは

起債の元金償還金に通常、減価償却費を充

てておりますが、減価償却費よりも起債の

元金償還金が多い場合、資金ショートする

可能性が出てきます。そういった場合に発

行が認められている起債になります。 

 管渠などの公共下水道の施設につきま

しては、耐用年数が５０年でございます。 

一方で、施設整備に係る起債の償還年数は、

それよりも１０年から２０年短いわけで

ございます。したがいまして、減価償却が

まだ終わっていないにもかかわらず、償還

が終了してくるものが徐々に出てくると

いった状況が発生しております。 

 令和５年度につきましては、企業債の元

金償還額よりも減価償却費が多く、逆転す

ることに令和５年度からなりまして、資本

費平準化債の発行が認められていないの

で予算計上してないことによるものでご

ざいます。 

 続きまして、質問番号５番、予算書の８

ページ、工具、器具及び備品の１，２１１

万円の減額の理由でございます。 

 こちらにつきましては、固定資産取得費

の中で、料金システムと財務会計システム、

こちらの構築をいたしましたところ、導入

費用におきまして、未執行の差額が生じま

した。 

 料金システムにつきましては、４，５０

０万円余りの予算に対しまして、４，２７

３万円程度の決算見込みでございまして、

差引額、およそ２９７万円の減額補正、そ

れと財務会計システムにつきましては、１，

４１０万円程度の予算が決算見込み４９

６万円で、これは予算額に対しまして、か

なり安価に契約を締結することができま

して、９１３万８，０００円の減額補正、

合わせて１，２１１万円の減額と相なりま

した。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 １点目の太中浄水場の動

力費の件です。 

 国の補助もあるとはいいながら、大きな

金額になってきていると思います。本市の

場合、高低差が８メートルしかないので、

回しっ放しにしていないと水が送れない

環境で、影響も大きいと思うのです。それ

による利益、全体数の影響、今後どう考え

ていくのか教えてください。 

 ２点目の安威川流域の維持管理負担金

です。 

 光熱水費の理由も教えていただきまし

た。約６億８，５００万円から約８億５，

０００万円で、約２億３，０００万円アッ

プしているわけです。 

 そういう意味で、水みらいとか広域化の

施設を維持していくために、いろいろ負担

している市町村に影響が出てくると思う

のです。今後も増えてくると見通している

のかお聞かせいただきたい。 

 ３点目の建設負担金については、理解で

きました。どうしても更新する設備がどん

どん重なってくると思います。その辺の見

込みを一つ見落としてしまうと、全体の経

営に物すごく大きな影響があると思うの

です。ほかのこともそうなのですけども、

この点についてはよく注視してスケジュ

ール感を持って取り組んでいただきたい。 

 ４点目の企業債の件は、内容理解しまし

た。ある意味で緊急措置みたいな感じの資

金ではないかと思います。それがないため

に、いろんなところに影響が今後出てくる

かも分かりませんけども、考えられる影響
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がありましたら教えてください。 

 ５点目の工具、器具及び備品の件です。

システムに係る費用の不用額は、理解でき

ました。 

 関連ですけども、上下水道部のパソコン

もマックのパソコンから、今、ウインドウ

ズに替えていっていると思います。残念な

がら、移行時期にトラブルもあったかと思

います。私も長年システムの仕事をしてお

りました。システムが替わるときは何かし

らトラブルを抱えてきます。そういう意味

では、試験期間か並行期間を長めに取って

いただいて、しっかりチェックしていただ

いて、いろんな目で安定した運営をお願い

します。 

 ２回目、以上です。 

○弘豊委員長 暫時休憩します。 

（午後１時１９分 休憩） 

（午後１時２０分 再開） 

○弘豊委員長 再開します。 

辻課長。 

○辻経営企画課長 １番目のご質問の２

回目でございます。 

 動力費の増加に対して、今後どのように

考えていくのかでございますけども、動力

費の増につきましては、当方でなかなかコ

ントロールのききにくい事象でございま

す。いろんな方法で施設の運用方法である

とか設備の稼働の方法とかいろいろ工夫

をしながら、電力費の削減を図っていきた

いとは考えておりますけども、いかんせん、

単価がその努力を上回る上がり方をして

いる実情でございまして、どうしても、こ

の動力費が増加することによりまして、収

益的収支の費用のコスト増になります。こ

れはとりもなおさず給水原価のアップに

跳ね返ってきますので、どうしても収益性

が悪化してくるのはもう一定避けられな

い状況ではございます。 

 ですので、令和５年度、これがどこまで

上がるのかは分かりませんけれども、こち

らといたしましては、あらゆる経営努力を

しながら、当面はこの動力費の増加の影響

を可能な限り少なくする運営を強いられ

ていることが実情かと思います。 

○弘豊委員長 樫本部参事。 

○樫本上下水道部参事 では、水谷委員の

維持管理負担金の今後についての見通し

などについてのご質問についてお答えさ

せていただきます。 

 この維持管理負担金なのですけども、こ

こ数年までは７億円前後の負担金を予算

計上させていただきまして、実際の支払い

は若干それよりも下がっているのですけ

れども、令和５年度については、初めて８

億円を超える額と、かなり大きくなってお

ります。これはやはり動力費も影響も当然

ありますし、今年度、令和４年度に動力費

が上ったことによって、いろいろ先送りし

た分も全部跳ね返って、令和５年度にする

形で金額が上っていると、このように理解

しております。 

 ただ、やはりこれから維持管理につきま

しては、これからだんだんとお金が下がる

ことはまず考えられないと思っておりま

す。また、施設の減価償却の負担も、また

新たに我々にものしかかってくると予想

されております。また下がることはしんど

いかと、そのような予想をしております。 

○弘豊委員長 辻課長。 

○辻経営企画課長 質問番号４番、企業債

の平準化債がなくなることによって、経営

にどのような影響が出ると考えておるか

といったご質問かと思います。 

 資本費平準化債は、先ほど申し上げまし

たように、起債を償還するために、不足す
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る資金をさらに起債を発行することで償

還していこうといったものでございまし

て、これまでずっと発行できる間は発行す

ることで何とかしのいでまいりましたけ

れども、経営の在り方といたしましては、

決して望ましい状況であったとは言えな

いと考えております。 

 下水道事業関係の起債残高は、平成１１

年度の５４０億円をピークといたしまし

て、令和５年度末には２００億円を下回る

予定でございます。償還額も減少していま

すので、そのような状況の中、資本費平準

化債と一般会計からの基準外繰入金への

依存から何とか脱却する償還サイクルを

いかに見出していくのかといったあたり

が、下水道事業の経営上の今後の大きなポ

イントの一つであると考えております。 

 以上です。 

○弘豊委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 １点目の動力費に対する

様々な点の影響をお答えいただきまして

ありがとうございます。 

 なかなか将来的に見通すのは難しい部

分はあると思うのです。一つ要望したいの

は、電気代、ガス代とかが既に上っていま

す。水道代は頑張っているわけです。 

 そういう意味で、水道料金が急激な変化

をして市民の負担にならないよう、様々な

点で努力を重ねていただきたいのが、質問

の最大のポイントです。よろしくお願いし

ます。 

 安威川流域下水道維持管理負担金につ

いては、関連施設の負担金はどうしてもず

っと続くわけです。上流部になる企業もい

ろいろ経済事情が厳しくなってくると、

我々基礎自治体にどうしても影響が今後

も出てくる可能性は高いわけです。 

 その辺、しっかりシミュレーションをし

ていただいて、少し動いたら物すごく影響

がある状況になっていますので、少し心配

しています。いろんなノウハウも入れなが

ら、頑張って次に進んでいただきたい。要

望とします。 

 それから、企業債の件です。ボディブロ

ーのように効いてきている部分がありま

す。平成１１年５４０億円、令和５年には

２００億円、今まで大変なご努力をしてい

ただいているわけです。思わぬ光熱費の上

昇とか負担金の上昇とか、大分修正して考

えないと、当初のシミュレーションとは変

わってきていると思います。その辺、専門

家の意見も参考にしながら、どうしていっ

たらいいのか早めに進んでいただきたい。 

 以上で質問を終わります。 

○弘豊委員長 では、質疑を続けます。 

 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 まず議案第２号水道

事業からお聞かせいただきます。 

 これは、我が会派も含めまして代表質問

の中で複数の会派が触れられておられた

と思います。今回の予算を見ておりますと、

純損失になっています。いろんな要因が考

えられると思います。 

 予算を計上することに至った要因等を、

まずはお聞かせをいただきたい。 

 それから、建設改良費です。水道の経営

戦略を立てられるときに、更新事情をどの

程度見込めるのかが大きなポイントでは

なかったかと思っています。 

 たしか当時１３０億円ぐらい要るとこ

ろを、１２０億円ぐらいまで一度絞った。

それでも１２０億円全部更新をしていく

と、相当な料金改定が必要になってくるの

で、思い切って９０億円ほどまで絞ってい

く方向性が示されたと認識をしています。

それをできたならば、何とか自己資金を、
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たしか９億円ぐらい移譲しながら経営で

きるのではないかとの当初のシミュレー

ションを立てられたと思うのです。 

 当然、令和５年度につきましても、その

中期計画に位置づけられる年度です。大き

な方針について、変わっていないとは思っ

ているのです。 

 ただ、冒頭申し上げたように、令和５年

度の予算を見ておりますと、純損失になっ

ているところもございます。また先ほどか

ら出口委員、水谷委員もおっしゃっておら

れるように、動力費も決してばかにならん

ような状況になっている。考えていくと、

果たして当初立てたシミュレーションど

おりにいくのか、私は気になるところです。

建設改良費を中心にどのようにお考えな

のか、聞かせいただきたい。 

 ３点目、企業債についてお聞きします。 

 施設改修で約１億６，８００万円、配水

管整備で約４億６，２００万円が企業債と

して見込まれていると思います。その施設

改修、配水管整備の内容を簡単に触れてい

ただきたい。予算概要を見ておりますと、

配水管整備については延長であるとか、い

ろんなことが出ているのです。この中にダ

ウンサイジングしたものが含まれている

のか教えていただきたい。 

 それから、マッピングシステム保守点検

業務委託料で約３２６万円が計上されて

おります。どうもお聞きしておりますと、

マッピングシステムもどんどん機能改善

されたものが出ているとお聞きをしてい

るのです。 

 令和５年度、今までどおりのものになっ

ていくのか、今後また新たな機能を期待し

ていくのか、お聞かせいただきたい。 

 それから、ブロック化について一度令和

４年度の中で試みていただきました。いろ

んな難しい課題もあって、全てできていな

いことについて認識をしているのです。ブ

ロック化をしていくことについては、漏水

箇所を限定していく観点からも、非常に大

切な取組だと私は思っております。 

 令和５年度につきましては、前年度の経

験を踏まえて、どのようにブロック化を考

えておられるのか、もしお考えがあればお

聞かせをいただきたい。 

 議案第２号については、以上でよろしく

お願いいたします。 

 次、議案第３号、下水道事業会計です。

予算概要１５２ページ、公共下水道工事が

約３億５，９００万円です。その内訳、恐

らく東別府のことであったり、八町の話で

あったり、マンホールトイレもここに関係

してくると思っているのです。そこら辺の

ことについてお聞かせいただきたい。 

 それと先ほど水谷委員から、流域下水道

について質問がありました。維持管理負担

金が増えていることについては理解をい

たしました。 

 一方で、建設負担金についてお聞きをし

たいのです。何年か前の決算審査で聞いた

とき、更新費用のピークが令和６年ぐらい

に来るのではないかと想定をされておら

れたと、私は認識をしているのです。 

 ただ、それが、例えば国庫補助なんかが

期待できる場合には、そのことを前倒しに

しながらも進めていく方向性を取られた

と思うのです。今回の予算を見る限り、当

初どおりの計画で進んでいくと、想定をし

ているのですけれども、今後のことも含め

お聞かせいただきたいので、よろしくお願

い申し上げます。 

 議案第１０号と議案第１１号につきま

しては、企業債の限度額が下げられており

ます。これは恐らく事業精査によるものだ
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と思っています少し確認だけさせていた

だきたい。以上でお願いします。 

○弘豊委員長 井上課長。 

○井上水道施設課長 嶋野委員がご質問

の１点目の動力費が高騰している中で、施

設改修費の中での取組についてのご質問

であったかと思います。それについてお答

えをさせていただきます。 

 施設改修費につきましては、浄水場、あ

るいは送水所における施設改修に関する

費用でございますけれども、この中で、浄

水場、送水所のポンプ設備、空調設備につ

きましては、今後この施設改修更新に合わ

せて、こういった設備を省電力型に変える

ことで、電力量の削減を図っていきたいと

考えております。 

 今、令和５年度施設改修費の中で、千里

丘送水所の受配水設備更新工事の設計委

託についても計上させていただいており

ます。また、この千里丘送水所でも配水ポ

ンプの更新がこの中でも予定をしており

まして、今後工事を実施する際には、こう

いった機器も省電力型のものに切り替え

て動力費の削減を図っていきたいと考え

ております。 

○弘豊委員長 辻課長。 

○辻経営企画課長 水道事業会計の純損

失計上に至った経緯、まずここからかと思

います。 

 収益的収入のうち、給水収益、こちらは

年々右肩下がりの状況でございます。わず

かながらも水需要の減少によりまして、給

水収益はわずかずつではありますが減少

しております。これは節水機器等々の普及

と、従来からずっと同じことを申し上げて

いるかと思いますけれども、その状況、ト

レンドに変わりはございません。 

 ただし、費用面では増加の要因が多々ご

ざいまして、先ほど来から申し上げており

ます動力費、これが当初との比較でおよそ

６，０００万円の増、そして新たに施設投

資を行った結果、減価償却費の費用計上、

これも４，０００万円程度増加しておりま

す。 

 その関係で、損益の状況といたしまして

は、令和５年度におきましては、５，４２

０万円の純損失計上になりました。それが

経緯でございます。 

 それから、施設の更新事業に対して起債

の発行等、あと自己資金の確保関係のお話

がございました。 

 こちらにつきましては、施設改修といた

しまして、令和５年は、２号配水池の耐震

補強工事と中央送水所の災害時の給水拠

点の整備、この２点を予定しておりまして、

工事請負費といたしましては２億４，１４

８万３，０００円でございます。 

 そちらにつきまして、充当率、決算の審

査のときには６５％と申し上げたかと思

いますけども、９億円の現金を確保するた

めに、若干の微修正をいたしまして、充当

率７０％で起債の発行を計上いたしまし

た。 

 その結果、補正を、もしお認めいただい

たときには、自己資金の予定が約３０億７，

０００万円、そして令和５年度当初予算の

時点では、約２６億５，０００万円で、い

ずれにいたしましても、９億円以上の自己

資金の確保は可能な見込みとなっており

ます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 井上課長。 

○井上水道施設課長 ３点目のご質問で

配水管整備事業におけるダウンサイジン

グについての内容についてお答えをさせ

ていただきます。 
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 令和５年度に予定しております配水管

布設工事につきましては、延長が全体で約

３キロございまして、その中で、既設管路

の耐震化を予定しておるものが３８０メ

ートル、その他配水支管の経年管の更新を

予定しておりますのが約２，７００メート

ルになっております。 

 この中で、ダウンサイジングにつきまし

ては、口径３００ミリの管渠、約１００メ

ートルを、口径２００ミリの管渠にダウン

サイジングする計画でございます。 

 続きまして、マッピングシステムの内容

でございます。 

 現在、管路の管理をマッピングシステム

で行っておりますけれども、このマッピン

グシステムは平成元年から導入を進めら

れ、平成６年頃にはこういった管路網の地

図で、施工図などのデータの格納が完了し、

本格運用してまいりました。 

 当時といたしましては、最先端のシステ

ムであったのですが、令和元年には水道法

の改正による水道台帳の義務づけや、地図

情報を活用した業務の展開、いわゆるデジ

タルトランスフォーメーション、そういっ

た形でシステムを取り巻く環境の変化に

より、要求される機能もさらに高まってお

ります。こういった機能が新たに追加され

たシステムも近年市場に出ております。 

 その機能としましては、具体的に申し上

げますと、様々な施設の情報を管理する水

道台帳システムとしての活用や地図情報

を汎用データとして出力いたしまして、例

えば庁内のＧＩＳなどのほかのＧＩＳに

取り込んで活用共有を図ることができま

す。 

 またこのほかに、管路の水圧や水の流れ

を解析する管網解析が可能になります。 

 マッピングシステムの更新に当たりま

しては、こうした機能を要求性能といたし

まして、より一層業務の効率化につながる

システムの導入をしてまいりたいと考え

ています。 

 続きまして、ブロック化の対応経過につ

いてでございます。 

 先般ご案内をさせていただいておりま

した、太中水系と中央の水系が一部地域に

おきましては、時間帯によっては往来して

いる状況がございまして、なかなか水量の

把握がしにくいところがあるので、十三高

槻線を境に太中水系と中央水系を分割す

る作業、これは実際に十三高槻線を渡って

太中水系の水が中央水系のエリアに行っ

ていますところが５か所がございまして、

２月１０日、１１日の作業で、これを閉栓

して、状況を見させていただく作業をさせ

ていただきました。 

 今回、五つの中で、最後のバルブ、水栓

を締める際に水圧の低下が見られました。

このエリアを決める際には、太中浄水場の

送水能力も考慮しながら、エリアを決定し

たわけなのですが、より詳細な検討が必要

になってくるので、今回は２か所を残して

作業を終了させていただいております。 

 今後につきましては、来年度、中央水系

におきまして、配水本管の一部施工もござ

いますので、それを踏まえた中で、先ほど

マッピングのところでも触れましたけど、

管網解析といいまして、管路の中の水圧、

水の流れ、あるいは水圧がどういう状況に

なっておるかを、そういったシステムで検

証させていただいて、十分に能力を、必要

に応じて管路網の増強は出てくるかと思

いますけども、そういったことをさせてい

ただいた上で、改めてまた水系の分割に取

り組んでまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 
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○弘豊委員長 樫本部参事。 

○樫本上下水道部参事 嶋野委員の下水

道に関するご質問についてお答えさせて

いただきます。 

 公共下水道工事の費用についての内容

ですけれども、これは雨水の整備工事と汚

水の整備工事、そしてマンホールトイレの

設置工事、主なものとしては３点です。 

 主に雨水工事で２億７，０００万円程度

は見込んでおるところでございます。 

 次に、流域下水道の建設負担金のピーク

がいつかについてのお問いにお答えさせ

ていただきます。 

 令和４年度、令和５年度、流域の建設負

担金につきましては、その前の年度から比

べてかなり高い予算を要求させていただ

いております。 

 今、何をしているかといいますと、摂津

ポンプ場の雨水ポンプの更新工事や味舌

ポンプ場の雨水ポンプの更新工事が令和

４年度にされていまして、令和５年度につ

いても、引き続き摂津ポンプ場の雨水ポン

プ設備の更新工事などを行い、特にこうい

うものにつきましては、摂津市が負担率の

大きいところについての更新工事をされ

ているところにはなっておりますので、今

がピークの最中だろうと理解しておりま

す。 

○弘豊委員長 西川次長。 

○西川上下水道部次長 建設負担金の件

で補足をさせていただきます。 

 嶋野委員からお話があったように、これ

だけ大きなお金が流域でかかるので、流域

の方針としましては、やはり国庫補助金、

交付金を最大限活用するとのことで事業

運営されております。 

 特に昨年度、令和３年度の補正をさせて

いただいたのは国の景気対策で交付金が

つくとのことで、雨水ポンプの工事を前倒

しさせてされておりますので、それで今年

度、来年度、少し建設負担金は下がったと

ころでございます。 

 以上です。 

○弘豊委員長 辻課長。 

○辻経営企画課長 補正予算におきまし

ては、企業債の限度額と予算との連動性の

お話だったかと思います。 

 まず、水道から申し上げます。限度額を

１億８，７１０万円から１億５，４３０万

円と、３，２８０万円の減となったことと

予算との関係でございますけれども、補正

予算書の７ページをご覧いただきたいと

思います。こちらの資本的収入の企業債３，

２８０万円、この減額が企業債の限度額の

補正と一致しておるところでございます。 

 この３，２８０万円の根拠ですけれども、

次のページをご覧いただければ、８ページ

ですけれども、施設改修費という目の予算

がございます。こちら、金額といたしまし

て、減額５，０００万円強の減額を行って

おります。 

 先ほど来から水道事業については、企業

債の発行充当率６５から７０％と申し上

げておりますけれど、ちょうどそのぐらい

の数字が企業債の限度額として落ちてい

るといった状況になります。 

 借りて借りられないことはないのです

けれども、ただ、やはり計画の水準を守ら

ないと、やはり借入れの超過の状況になっ

てしまいかねますので、そこの状況に応じ

て限度額を調整させていただきました。 

 下水道事業におきましても同様でござ

いまして、第４条の企業債につきましては、

公共下水道事業と流域下水道事業、合わせ

まして９，７８０万円の限度額の減となっ

ております。 
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 こちらにつきましても、予算書の７ペー

ジをご覧いただきたいのですけれども、公

共下水道整備費で３，０００万円ほどの減

額があろうかと思います。流域下水道整備

費、こちら６，９００万円の減額となって

おります。こちらを合わせて１億円ほどに

なりますかね。それの下水道事業につきま

しては、先ほど申し上げた充当率の抑えが

効いておりません。９０から９５％の充当

率を上げておりますので、ほぼそれと同額

の企業債の上限額が減額となっておりま

す。 

 以上です。 

○弘豊委員長 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 ありがとうございま

す。ご丁寧に答弁いただきまして、よく分

かりました。 

 まず、純損失となった原因については、

確かに動力費が暴騰していることもござ

います。これまで施設を造るために、いろ

いろと投資をしてきて、減価償却もだんだ

んときいているとのお話なのかと思って

おります。 

 ２点目の質問ともかぶってくるところ

があるのですけれども、当初は建設中、大

体６５％で起債の方向が取られていたの

です。今の経営状況を見た中で、７０％ま

でという判断をなされた。そこら辺に水道

の経営も厳しさがだんだん見られてきた

ことはよく分かるわけです。その中でも何

とか料金改定せずに、頑張ってきていただ

いているわけです。その中身としては、い

ろいろと努力をされるための工夫や、ダウ

ンサイジングもしながら、今やっていただ

いているわけです。 

 そういったご努力をこれからも引き続

き行っていただきたい。水谷委員もおっし

ゃっておられましたけれども、今、市民負

担をどこにお願いできるのかについては、

慎重に見極めていきながら、かといって、

後年度に負担を残すわけにはいきません。

現在は施設改良費の７０％までは企業債

を発行との方向性を、ある意味今までとは

方針を若干変えてしていただくことであ

ります。その辺の見極めは非常に難しいと

思います。ぜひ慎重に見極め、さらに必要

であるならば、当初の計画についても微調

整を加えながら取り組んでいただきたい。

要望として申し上げておきます。 

 それから企業債の絡みで、井上課長から

ダウンサイジングのお話もしていただき

ました。 

 このダウンサイジング、もしこれをやっ

ていこうとなると、マッピングシステムと

も相当に関連をしてくると思うのです。マ

ッピングシステムも平成元年からいろい

ろ取り組んでいただいて、また、令和元年、

いろいろな改正があって、さらにシステム

自体も本当に今まででは考えられないよ

うな機能も加えられてきていると思いま

す。 

 管網解析なんていうのは、恐らく当初考

えられなかったようなことであろうと思

っております。このようなシステムはしっ

かり導入を検討していただきたい。そうす

ることによって、ダウンサイジングのみな

らずブロック化にもつながっていくと思

っています。 

 先月の１０日、１１日で、ブロック化を

試みていただいて、もしそこで強行してい

ると、恐らくいろんな混乱が住民の皆さん

に生じただろうという、ご判断の下で、で

きるとこはしっかりやっていただいて、で

も積み残したところについては、その判断

がよかったのではないのかと思っており

ます。 
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 ぜひ新たなシステムなんかも使いなが

ら、水利や水圧なんかも判断し、ブロック

化もしていただき、できる限りダウンサイ

ジングして、今後の経営に備えていただき

たい。要望として申し上げておきます。 

 あと下水道のお話です。まず、工事費の

話はよく分かりました。東別府については、

雨水幹線を事業団の協力をいただいて、布

設をしてきました。ただそれで完成ではな

くて、そこにつながる枝管をどう張ってい

くのかが、工事の大きなポイントと思って

おります。 

 出口委員もおっしゃっておられました

けれども、東別府は摂津市内の中でも浸水

被害の非常に大きな危険性のある地域で

あったと思います。この取組をさらに進め

ていただくために、よろしくお願いをした

い。また、鳥飼八町の汚水のところにつき

ましても、数少ない残された地域ですので、

しっかりと進めていただきたい。 

 新たにマンホールトイレの工事、これか

らまた進んでいくわけです。災害を考えた

場合には、非常に大きな取組だと思ってお

ります。これからは、この取組が焦点当て

られる取組になっていくと思っておりま

す。ぜひしっかり進めていただきたい。よ

ろしくお願いします。 

 流域の件はよく分かりました。なるべく

交付金がつくのであれば、工事に着手して

いく方向性については、摂津市としてもそ

ういう意見だろうと思います。 

 今後、令和６年度あたりから、さらに負

担金が増えていくとのお話も聞いており

ました。今の状況をしっかりと見た中で、

後ろに延ばせるものは延ばしていく、摂津

市として流域にお願いしていくべきと思

っております。そこら辺は見極めていただ

きたい。 

 補正の企業債についても、分かりました。

改めて下水道の会計は、水道と比べてもし

んどいのだなと答弁をお聞きしてもよく

分かりました。ただ、ここまでよく企業債

残高を減らしていただいたと一方で思っ

ております。今までのご努力については敬

意を表しながら、この厳しいし、これから

一気に更新時期に入ってくることを考え

ると、水道以上に厳しく、綿密な企業経営

が求められると思っております。この点も

よろしくお願いをして、令和５年度、しっ

かりと事業に当たっていただきたい。よろ

しくお願いいたします。全部要望です。 

○弘豊委員長 次に、西谷委員。 

○西谷知美委員 当初予算の２ページ、中

央送水所における２号配水池の耐震補強

工事及び給水拠点整備工事です。昨年の３

月に１号の配水池については見学させて

いただいて、引き続き２号について取りか

かられるとのことです。その効果と進捗状

況をご説明いただきたい。 

 次に、水道料金の徴収及び宿日直業務等

の包括的民間委託についてです。この点に

ついては、様々な質問が今までありました。

開栓、宿日直、料金徴収を一括でお願いす

るとのことでありました。 

 先日の水道料金のシステム移行に伴っ

てトラブルがあったときに、ベテランの方

が気づいてくださったという経緯もあり

ました。摂津市特有の経験に基づくベテラ

ンの方の発見は、業務委託する部分で受け

継がれるのかどうかお聞かせいただきた

い。 

 ３点目、水道料金のクレジットカード支

払いの開始についてです。出口委員からも

質問がありました。私はそれについて得ら

れる効果と本年度９月からスタートで、ど

のように市民の方に周知していくのかお



- 35 - 

 

聞かせください。 

 東別府雨水幹線周辺の雨水管布設工事

については、令和４年度から引き続き取り

組んでいただいている工事かと思います。

皆さんからいろいろな質問がありました。

これについては引き続き東別府の地区で

は水が漏れやすいという土地柄もありま

すので、早急に、しっかりと実施していた

だきたい。要望とします。 

 次に、未整備の下水道管工事について、

今後のスケジュールについて、建築資材高

騰などもあり、費用的な課題もあれば、そ

の辺りもお聞かせいただきたい。 

 予算概要１３８ページ、中央送水所管理

事業について、皆さん動力の問題で物価高

騰していて値段が上っているということ

で、いろいろなご質問がありました。 

 光熱水費の高騰で、努力といってもなか

なか難しいところはあると思います。今回、

料金システムで工夫された形で、別の観点

からも様々な工夫をしていただいて、経営

努力を引き続き行っていただきたい。要望

とします。 

 最後、１４６ページ公共下水道管理事業

の公共下水道管マンホール蓋取替工事で

す。以前から私が要望していましたマンホ

ールカードのデザイン、マンホールの部分

だと思います。 

 順次取り替えていただいています。この

間もモノレール南摂津駅のところにかわ

いらしくセッピィのデザインマンホール

が登場していて、市民の皆さんもその画像

をＳＮＳに上げていただいたりしている

のを拝見しております。 

 この取替え事業について、今どんな感じ

かお聞かせいただきたい。以上です。 

○弘豊委員長 井上課長。 

○井上水道施設課長 西谷委員ご質問の

１番目のご質問で、２号配水池の耐震工事

における２号配水池の耐震工事の整備効

果、また給水拠点の整備効果、進捗状況に

ついてのご質問にお答えいたします。 

 中央送水所、２号配水池では、令和４年

度から令和５年度にかけまして耐震補強

工事を実施しております。この内容につき

ましては、耐震診断の結果、配水池の底部

の補強が主な内容になっております。また、

これに合わせて災害時の給水拠点を整備

してまいります。 

 現在の進捗状況でございますが、配水池

の底部の補強が既に完了しておりまして、

内部の防水、また、外面及び屋根の塗装作

業に取りかかるところでございます。 

 その後、場内の配管工事を行った後に、

令和５年度後半には給水拠点の整備を進

めてまいります。 

 給水拠点の整備効果ですが、新たに給水

車の進入口を設けまして、円滑に給水箇所

に誘導する場内の動線を確保することで、

災害時等に他市からの応援給水を受ける

際には、効率的な給水活動につなげるもの

でございます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 千葉課長。 

○千葉料金課長 続きまして、西谷委員の

ご質問の２番目の、包括委託をするに当た

りまして、摂津市特有の仕事のやり方など

が受け継がれるのかどうかの質問にお答

えさせていただきます。 

 先日は、料金システムの移行に伴いまし

て、いろいろご迷惑をかけまして、本当に

申し訳ございませんでした。そのときに、

おかしいと発見してくださったのは検針

員です。いつも検針員が測っていらっしゃ

るので、使用水量が通常とは全く違うと気

づいていただいて、それで私たちに一報頂
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いたのが、発見の本当に第一報でございま

した。 

 検針員は、本当にベテランの方ばかりで、

いろいろ情報をいただき本当に助けてい

ただいています。私たち料金課の業務につ

きましても、ベテランの職員がいろいろな

やり方で効率的にやってきました。 

 それにつきましては、包括委託業者が、

この２月から引き継ぎで入っておりまし

て、そちらについてもＯＪＴで、滞納整理

ですとか検針ですとか、あと私たちのやっ

ているやり方で、今の担当者のところに、

次の新しい包括委託の担当者がついて、毎

日のように外へ一緒に行って、２か月の間

に全て漏らすまいと、本当に熱心に引き継

ぎをしてくださって、頭の下がるような思

いで毎日過ごしております。だから、２か

月の間にもう本当に引き継ぎはできると

考えております。 

 本当にめったに起こらない事案とかも

ございますけども、そちらにつきましても

４月以降、料金課の職員が残りますので、

そのときに協議とかしながら、万全な状態

でやっていきたいと考えております。 

 引き続きまして、３番目の質問、９月か

ら始まるクレジットカードの支払いで得

られる効果と周知方法についてお答えさ

せていただきます。 

 まず、得られる効果なのですけども、い

ろんなお支払い方法を提案させていただ

くことによりまして、収納率アップが一番

に考えられます。 

 クレジットカードによって支払いやす

くなるので、また一つ支払い方法が増える

ことで、期待値になるのですけども、その

ように結びついていけばいいと考えてお

ります。あと、クレジットカード払いは、

ほかの支払い方と違って、間にクレジット

会社が入りますので、もし何かあったとき

には、クレジット会社と、その水道使用者

との間の話になってきます。だからこちら

には、水道料金はまず入ってくるのが効果

の一つと言えるかと思っております。 

 それと、今、お支払いいただけない方に

請求書とかの再発行ですとか、おうちに行

ったりする人件費もかかっているのです

けども、そちらに関しても、かなり少なく

なってくると考えております。 

 あと周知方法なのですけども、広報紙で

すとかホームページで周知を進めていき

たいと思っております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 樫本部参事。 

○樫本上下水道部参事 では、西谷委員の

下水道に関するご質問についてお答えさ

せていただきます。 

 今後の下水道工事、資材の高騰とかいろ

いろ条件が悪い中での、今後どう考えてい

るかについてお答えします。 

 やはり工事の単価については、だんだん

と上って、人件費も上がっておりますので、

そういう形になってもいる、予算上の制約

はだんだんと大きくきつくなってきてい

るのは間違いございません。 

 ただ、整備に関しましては、やはり汚水

についてはほぼ出来上がっておりますけ

れども、要望があったところについて、整

備はまたやっていきたいと。 

 雨水につきましては、やはり浸水が過去

にあった場所とか、そういう場所につきま

して、やはり緊急度で割り振って、だけど

今の時点ではまず東別府を中心に仕事を

進めていきたいと。 

 先ほどご答弁させていただきましたよ

うに、今も新しく造った下水道の管路をで

きるだけ有効に雨水を流して、浸水防除に



- 37 - 

 

役立てたいと。造りました東別府雨水幹線

にできるだけ雨水を集めて、地域の浸水防

除に役立てたいと。この考えで進めている

ところでございます。 

 引き続きまして、公共下水道管理事業の

マンホール蓋取替工事の内容についてお

答えさせていただきます。 

 これにつきましては、水道の配水管の布

設工事や道路の修繕工事などのときに、そ

の工事の範囲のところで、古くなった公共

下水道のマンホール蓋の替えについて、必

要に応じて取替えを行うような工事の内

容になってございます。 

 マンホールカードについてのお問いも

ございましたが、これにつきましては、か

ねてより話をさせていただいていますと

おり、４月に向けての手続を行ってはおる

のですけれども、この発行の決定は、３月

下旬に国土交通省のホームページで出さ

れる形になっております。 

 したがいまして、その以降のスケジュー

ルについても、我々今のところはまだ責任

を持ってお答えできない状態になってい

ます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 西谷委員。 

○西谷知美委員 丁寧なご説明ありがと

うございます。 

 配水池について、令和５年度中に終了す

るとのことです。次に給水整備についても、

令和５年度後半から実施いただくとのこ

とです。災害時の給水の動線としてしっか

り確保していただきたい。 

 今、南海トラフ地震など大きな災害も予

測されている状況です。そういった災害時

こそライフラインの確保が大事だと思い

ます。しっかりと整備を行っていただきた

い。要望です。 

 料金システムの移行について、２月、３

月の２か月でしっかり引き継ぎに当たっ

ていただいているとのことで安心いたし

ました。４月以降もしっかりミスがないよ

う、市民にご迷惑をおかけすることのない

よう、３月にかけてしっかりと新しい事業

に移行していただきたい。要望としておき

ます。 

 クレジットカード支払いによって得ら

れる効果として、一旦クレジット会社が負

担していただけるので、滞納がなくなるの

は非常にありがたいと思います。 

 請求書の再発行など人件費や、また送付

する手間がなくなる。微々たるものかもし

れないのですけれども、そういった雑務か

ら手が離れることは、職員の皆様にとって

もいいことと思います。新しい収納方法が

増えよかったです。 

 周知方法については、広報とホームペー

ジで、ＬＩＮＥも始められている。ＬＩＮ

Ｅなどもワクチンの接種をきっかけに市

民かなり摂津市のＬＩＮＥに登録されて

いる方も多いです。しっかり周知していた

だきたい。 

 未整備のスケジュールについてです。浸

水しやすい地域は南部に多いかと思いま

す。外れた話にはなるかもしれないのです

けれども、鳥飼グランドデザインも関連し

てくると思います。住民間のイメージは一

度定着するとなかなか離れないので、これ

だけしっかり下水道も整備されています

よと新しいまちづくりに当たってアピー

ルできたらと思います。東別府、ほか残っ

ているあたりもしっかり雨水の処理など

に当たっていただきたい。 

 最後は、マンホールについて、道路の工

事に当たって古くなっているのを順次取

り替えているとのことです。カードについ
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ても３月下旬の国土交通省の発表を楽し

みに待って、しっかり春に発行できる準備

をしていただきたい。全て要望です。あり

がとうございました。 

○弘豊委員長 ほか、ありますでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○弘豊委員長 なければ、以上で質疑を終

わります。 

 暫時休憩します。 

（午後２時１５分 休憩） 

（午後２時１８分 再開） 

○弘豊委員長 再開します。 

 議案第２１号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○弘豊委員長 質疑なしと認め、質疑を終

わります。 

 次に、議案第２２号の審査を行います。 

 本件についても、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○弘豊委員長 では、質疑なしと認め、質

疑を終わります。 

 次に、議案第２３号の審査を行います。 

 本件についても、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○弘豊委員長 質疑なしと認め、質疑を終

わります。 

 暫時休憩します。 

（午後２時１９分 休憩） 

（午後２時２０分 再開） 

○弘豊委員長 では、再開します。 

 次に、議案第２４号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○弘豊委員長 質疑なしと認め、質疑を終

わります。 

 次に、議案第２５号の審査を行います。 

 本件についても、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○弘豊委員長 質疑なしと認め、質疑を終

わります。 

 次に、議案第２７号の所管分の審査を行

います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○弘豊委員長 質疑なしと認め、質疑を終

わります。 

 暫時休憩します。 

（午後２時２１分 休憩） 

（午後２時２２分 再開） 

○弘豊委員長 では、再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○弘豊委員長 討論なしと認め、採決しま

す。 

 議案第１号所管分について、可決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○弘豊委員長 全員賛成。 

 よって、本件は可決すべきものと決定し

ました。 

 議案第２号について、可決することに賛

成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○弘豊委員長 全員賛成。 

 よって、本件は可決すべきものと決定し

ました。 

 議案第３号について、可決することに賛

成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 
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○弘豊委員長 全員賛成。 

 よって、本件は可決すべきものと決定し

ました。 

 議案第９号所管分について、可決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○弘豊委員長 全員賛成。 

 よって、本件は可決すべきものと決定し

ました。 

 議案第１０号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○弘豊委員長 全員賛成。 

 よって、本件は可決すべきものと決定し

ました。 

 議案第１１号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○弘豊委員長 全員賛成。 

 よって、本件は可決すべきものと決定し

ました。 

 議案第２１号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○弘豊委員長 全員賛成。 

 よって、本件は可決すべきものと決定し

ました。 

 議案第２２号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○弘豊委員長 全員賛成。 

 よって、本件は可決すべきものと決定し

ました。 

 議案第２３号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○弘豊委員長 全員賛成。 

 よって、本件は可決すべきものと決定し

ました。 

 議案第２４号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○弘豊委員長 全員賛成。 

 よって、本件は可決すべきものと決定し

ました。 

 議案第２５号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○弘豊委員長 全員賛成。 

 よって、本件は可決すべきものと決定し

ました。 

 議案第２７号所管分について、可決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○弘豊委員長 全員賛成。 

 よって、本件は可決すべきものと決定し

ました。 

 暫時休憩します。 

（午後２時２５分 休憩） 

（午後２時２６分 再開） 

○弘豊委員長 再開します。 

 本委員会の所管事項に関する事務調査

について協議します。 

 令和５年度の本委員会による行政視察

につきましては、５月に日帰りで実施した

いと考えておりますが、皆さん、いかがで

しょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○弘豊委員長 異議なしと認め、そのよう

に決定します。 

 次に、視察項目について協議します。 

 視察内容について、希望がありましたら、

挙手をお願いします。 

 西谷委員。 

○西谷知美委員 東京都世田谷区の公立

中学校で校則のない学校があります。そこ
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がインクルーシブ的な観点から、すごく過

ごしやすいと言われているのです。そこの

インクルーシブ教育の話を聞きに行きた

いです。 

○弘豊委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 私は東京都品川区、イン

クルーシブ公園を見に行きたいと思って

います。 

○弘豊委員長 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 以前から要望してい

たものですが、国語とは違って、特別な日

本語という教科を推進している自治体が

幾つかあります。今出た世田谷区もされて

います。あと新潟県の新発田市と佐賀県鳥

栖市もされています。その内容を、一度勉

強したいと思います。 

 それと、今回の予算審査のやり取りで気

になったのは、少子化で何かおもしろい取

組があれば見に行きたいと思います。 

○弘豊委員長 今回の予算審査に係る委

員会で、嶋野委員が言われたように少子化

対策についてとか、保育士確保の関係でい

ろいろと質疑がありました。 

実は以前の行政視察で、埼玉県戸田市に

行ったときに、市内で保育士として勤める

方の子供を優先的に保育所に入所できる

ようにしているという戸田市の取組があ

りました。摂津市でやられているのは、そ

ういったものも参考にしながら取り組ん

でいるからだと思います。 

あと、児童虐待の関係の問題で、今回親

支援プログラムとかされています。ＭＹ 

ＴＲＥＥペアレンツの取組は、再開する形

で今回新規事業に取り入れられています。 

 今回の予算審査に係る委員会の中で出

てきているテーマや課題から探っていき

たいと思います。 

 福住委員。 

○福住礼子委員 小中一貫教育について

も見てみたいなとは思います。 

 子供が少なくなっている中で、子供をど

う育てていくかみたいなところも勉強し

たいです。 

 あとは委員長団でまとめてもらえたら

と思います。 

○弘豊委員長 １個に絞れたら、それでい

いと思いますが。一、二個を候補として、

先方との調整をしていきたいと思います。 

 今、出されたところから絞り込んでいく

ようにしましょうか。 

 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 和歌山市の駅前再開

発で、ツタヤ図書館ができていました。今

までと少し違う、社会教育施設みたいな、

公民館みたいな機能も持つような図書館

があるみたいです。 

○弘豊委員長 西谷委員。 

○西谷知美委員 明石市は駅前ビルでワ

ンフロア取って、子育て支援の取組に使わ

れています。 

○弘豊委員長 私自身は明石市の取組は

いいと思いますが、視察に行って、その内

容が今後摂津市において役立つかどうか

が少し難しいように感じています。 

 では、視察項目については、学校再編の

あたりと、虐待対応、少子化対策、その辺

りのテーマで絞り込んでいきます。 

 なお、視察先については、委員長団に一

任いただいて、視察日程については、後日

調整させていただいてよろしいでしょう

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○弘豊委員長 異議なしと認め、そのよう

に決定いたします。 

 次に、本会議最終日において、常任委員

会の所管事項に関する事務詳細について
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は、閉会中に調査することが諮られます。 

 本委員会の所管事項について、学校教育

行政について、生涯学習行政について、児

童福祉行政について、上下水道行政につい

て、この４点を令和６年３月３１日まで、

開会中に調査することで異議ありません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○弘豊委員長 異議なしと認め、そのよう

に決定いたします。 

 これで本委員会を閉会します。 

（午後２時３９分 閉会） 

 

 

 

 

 

 委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。 

 

 文教上下水道常任委員長 弘   豊 

 

 

 文教上下水道常任委員  嶋野浩一朗 

 

 

 

 


